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(57) ADStract: fhis patient-side information terminal device
(1) i s provided with: a mirror image generation unit ( 1) for
generating a mirror image by left/right inversion of a still im
age obtained at least by adding a mark indicative of a meas
urement site to a patient image, supplied from a doctor- side
information terminal device (2); and a display control unit
(23) for determining to arrange the generated mirror image
(130 o 1 1) on a screen of a display unit (13). This achieves
an information terminal device allowing a person measuring
t o easily ascertain the measurement site.

(57) 要 約 ： 本 発 明 の 患 者 側 情 報 端 末 装 置 （1 )
は 、 医 師 側 情 報 端 末 装 置 （2 ) か ら提 供 さ れ
た 、 患 者 画 像 に 測 定 部 位 を 示 す 目 印 が 少 な く と
も追 加 され た 情 報 付 静 止 画 を 、 左 右 反 転 させ て
鏡 像 画 像 を 生 成 す る鏡 像 生 成 部 （3 1 ) と 、 表
示 部 （1 3 ) の 画 面 上 に 、 生 成 され た 鏡 像 画 像
( 1 3 0 ま た は 1 3 1 ) を配 置 す る こ と を決 定

す る 表 示 制 御 部 （2 3 ) と を備 え て い る 。 これ
に よ り、 測 定 者 が 容 易 に 測 定 部 位 を 把 握 す る こ
とが 可 能 な情 報 端 末 装 置 を実 現 す る。
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明 細 書

発明の名称 ：

情報端末装置、遠隔測定システム、情報端末装置の制御方法、制御 プログ

ラムおよび記録媒体

技術分野

[0001 ] 本発明は、遠隔地にいる患者 を診察するための、情報端末装置、遠隔測定

システム、情報端末装置の制御方法、制御 プログラムおよび記録媒体に関す

るものである。

背景技術

[0002] 近年、通信技術の発展に伴い、測定装置によって測定された被測定者の測

定結果、および、被測定者の映像などを、遠隔地の装置にネッ トワークを介

して送信することできるようになつている。

[0003] これにより、在宅医療、訪問看護などを可能にする遠隔測定システムが実

現 されるようになった。例えば、遠隔測定システムでは、患者 （被測定者）

の容体をその場で測定 し、測定結果 （聴診音、血圧、体温などのバイタル情

報）を遠隔地にいる測定指示者 （診察者、医師など）の装置に転送する。 こ

れにより、医師は病院に居なが ら、離れた場所にいる患者の診察を行 うこと

が可能になる。一方、患者および現場の介護者は、特別な知識 を持たずとも

、医師の指導の下で、バイタル情報の測定を行 うことが可能になる。 このよ

うに、遠隔の患者 を診察する遠隔測定システムを通信情報端末装置を用いて

実現する提案が種 々になされている。

[0004] 例 えば、特許文献 1 には、医師 と患者の双方が携帯端末を用いることによ

り、診察に使 う情報 を リアルタイムでや り取 りし、対面式の診察を行 うこと

が可能な対話式診察システムが開示されている。や り取 りされる情報 と して

は、例えば、音声 （問診、指示など）、医療データ （体温、脈拍、心音、血

圧値、心電図など）、画像情報 （患者の顔の表情など）が含 まれてお り、携

帯端末を用いてより高度な診察が可能 となる。



[0005] 例 えば、特許文献 2 には、患者か ら採取 した聴診音の聴診音信号をフアイ

ル化 してコンピュータで遠隔地のュニ ッ トに送信する聴診システムが開示さ

れている。 これにより、医療の質を落 とすことな く訪問医療、在宅看護 （介

護）などの医療施設外看護 を実現することを可能に している。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献 1 ：日本国公開特許公報 「特開 2 0 0 6 — 0 4 2 9 6 2 号公報 （2 0

0 6 年 2 月 1 6 曰公開）」

特許文献2 ：曰本国公開特許公報 「特開 2 0 0 1 — 3 3 3 8 9 9 号公報 （2 0

0 1 年 1 2 月 4 曰公開）」

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] しか しなが ら、上記従来の構成では、以下の問題 を生 じる。

[0008] 遠隔測定シ ステ ムでは、被測定者が自ら測定装置 （聴診器など）を用いて

、 自分のバイタル情報の測定を行 うことが想定される。 この場合、遠隔地に

いる診察者が、被測定者 に対 して、測定部位 を指導することになる。

[0009] 特許文献 1 の技術では、診察者が被測定者 を映像で確認 し、音声によって

聴診器の当てる位置を目的の測定部位 に誘導する方法が採用されている。 し

か しなが ら、被測定者は正 しい測定部位 を視覚的に確認することができず、

逐一送信 される音声に したがって測定部位 を模索する しかない。そのため、

効率 よ く、被測定者 に正 しい測定部位 を把握 させることができないという問

題がある。

[001 0] 特許文献 2 の技術では、測定部位が疑似画像 によって示されるが、被測定

者 自身が自分の体の測定部位 を特定する場合には、直感的に分か りづ らいと

いう問題がある。

[001 1] 本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであ り、その目的は、被測

定者 自身が測定者 となって測定を行 う場合に、測定者が容易に測定部位 を把



握することが可能な情報端末装置、遠隔測定システム、情報端末装置の制御

方法、制御プログラムおよび記録媒体を実現することにある。

課題を解決するための手段

[001 2] 本発明に係る情報端末装置は、上記課題を解決するために、第 2 の情報端

末装置と通信 して、被測定者に対 して測定を行う遠隔測定システムを構築す

る第 1 の情報端末装置であって、上記第 2 の情報端末装置から提供された、

上記被測定者の患部を表 した被測定者画像上に測定の対象となる測定部位を

示す目印が少なくとも追加された情報付静止画を、左右反転させて鏡像画像

を生成する鏡像生成手段と、表示部の表示画面上に、上記鏡像生成手段によ

つて生成された上記鏡像画像を配置することを決定する配置決定手段とを備

えていることを特徴としている。

[001 3] 本発明の第 2 の情報端末装置は、上記課題を解決するために、第 1 の情報

端末装置と通信 して、被測定者に対 して測定を行う遠隔測定システムを構築

する第 2 の情報端末装置であつて、被測定者の患部を表 した被測定者画像に

対 して、ユーザによって入力された、測定の対象となる測定部位を示す目印

を少なくとも含む入力情報を追加 して、情報付静止画を生成する合成手段と

、上記合成手段によって生成された上記情報付静止画を、上記第 1 の情報端

末装置に対 して出力する静止画出力手段とを備えていることを特徴としてい

る。

[0014] 本発明の第 1 の情報端末装置の制御方法は、上記課題を解決するために、

第 2 の情報端末装置と通信 して、被測定者に対 して測定を行う遠隔測定シス

テムを構築する第 1 の情報端末装置の制御方法であって、上記第 2 の情報端

末装置から提供された、上記被測定者の患部を表 した被測定者画像上に測定

の対象となる測定部位を示す目印が少なくとも追加された情報付静止画を、

左右反転させて鏡像画像を生成する鏡像生成ステップと、表示部の表示画面

上に、上記鏡像生成ステップにて生成された上記鏡像画像を配置することを

決定する配置決定ステツプとを含むことを特徴としている。

[001 5] 本発明の第 2 の情報端末装置の制御方法は、上記課題を解決するために、



第 1 の情報端末装置と通信 して、被測定者に対 して測定を行う遠隔測定シス

テムを構築する第 2 の情報端末装置の制御方法であって、被測定者の患部を

表 した被測定者画像に対 して、ユーザによって入力された、測定の対象とな

る測定部位を示す目印を少な くとも含む入力情報を追加 して、情報付静止画

を生成する合成ステップと、上記合成ステップにて生成された上記情報付静

止画を、上記第 1 の情報端末装置に対 して出力する静止画出力ステップとを

含むことを特徴 としている。

発明の効果

[001 6] 本発明に係る情報端末装置および情報端末装置の制御方法によれば、測定

者が容易に測定部位を把握することが可能な情報端末装置を実現することが

可能になるという効果を奏する。

図面の簡単な説明

[001 7 ] [ 図 1] 本発明の一実施形態における患者側情報端末装置の要部構成を示す機能

プロック図である。

[ 図2] 本発明の一実施形態における聴診システム （遠隔測定システム）の概要

を示す図である。

[ 図3] 本発明の一実施形態における患者側情報端末装置のハ ー ドウエア構成を

示すプロック図である。

[ 図4 ] 本発明の一実施形態における医師側情報端末装置のハ ー ドウエア構成を

示すプロック図である。

[ 図5] 本発明の一実施形態における医師側情報端末装置の要部構成を示す機能

プロック図である。

[ 図6] 本発明の一実施形態における聴診システムの処理の流れを示すフローチ

ャ一 卜である。

[ 図7] ( a ) は、本発明の一実施形態における医師側情報端末装置の表示部に

表示される、患者を表示するための患者領域の具体例を示す図であり、 （b

) および （c ) は、患者側情報端末装置の表示部に表示される、患者領域の

具体例を示す図である。



[ 図8] 本発明の一実施形態 における患者側情報端末装置の処理の流れを示すフ

口一チヤ一 卜である。

[ 図9] ( a ) は、本発明の一実施形態 における医師側情報端末装置の表示部 に

表示 される、患者 を表示するための患者領域の具体例 を示す図であ り、 （b

) および （c ) は、患者側情報端末装置の表示部 に表示 される、患者領域の

具体例 を示す図である。

[ 図 10] 本発明の一実施形態 における患者側情報端末装置の処理の流れを示す

フロ一チヤ一 卜である。

[ 図 11] ( a ) および （b ) は、患者側情報端末装置のタツチパネル に表示 さ

れた患者領域の具体例 を示す図である。

[ 図 12] 本発明の一実施形態 における患者側情報端末装置の構成、 および、患

者側情報端末装置のそれぞれの表示部 1 3 a 、 1 3 b に表示 される、患者領

域の具体例 を示す図である。

[ 図 13 ] 本発明の一実施形態 における患者側情報端末装置の処理の流れを示す

フロ一チヤ一 卜である。

[ 図 14] 本発明の一実施形態 における患者側情報端末装置の構成、 および、患

者側情報端末装置の表示部 に表示 される、患者領域の具体例 を示す図である

[ 図 15] ( a ) は、本発明の一実施形態 における医師側情報端末装置の表示部

に表示 される、患者 を表示するための患者領域の具体例 を示す図であ り、 （

b ) および （c ) は、患者側情報端末装置の表示部 に表示 される、患者領域

の具体例 を示す図である。

[ 図 16] 本発明の一実施形態 における患者側情報端末装置の処理の流れを示す

フロ一チヤ一 卜である。

[ 図 17] 本発明の一実施形態 における医師側情報端末装置の処理の流れを示す

フロ一チヤ一 卜である。

[ 図 18] ( a ) は、本発明の一実施形態 における医師側情報端末装置の表示部

に表示 される、患者 を表示するための患者領域の具体例 を示す図であ り、 （



b ) および （c ) は、患者側情報端末装置の表示部 に表示 される、患者領域

の具体例 を示す図である。

[ 図 19] 本発明の一実施形態 における医師側情報端末装置 における機能構成 を

、具体例 を用いて説明する図である。

[ 図20] 本発明の一実施形態 における医師側情報端末装置の処理の流れを示す

フ ロ一 チ ヤ一 卜で あ る。

[ 図2 1 ] ( a ) は、本発明の一実施形態 における医師側情報端末装置の表示部

に表示 される、患者 を表示するための患者領域の具体例 を示す図であ り、 （

b ) および （c ) は、患者側情報端末装置の表示部 に表示 される、患者領域

の具体例 を示す図である。

発明を実施するための形態

[001 8] 《実施形態 1 》

本発明の実施形態 について、図 1 〜図 6 に基づいて説明すると以下の通 り

である。

[001 9] 以下で説明する実施形態では、一例 と して、本発明の遠隔測定シ ステ ム を

、聴診システム と して実現 した場合 について説明する。上記聴診システムで

は、測定現場 にいる患者の聴診音 を、遠隔地 にいる医師が確認 し、医師が患

者の容体 を診察するためのシ ステ ム である。

[0020] 〔聴診 シ ステ ム の概要〕

図 2 は、本発明の実施形態 における聴診システムの概要 を示す図である。

図 2 に示す とお り、聴診 シ ステ ム 1 0 0 は、患者側情報端末装置 1 、 医師側

情報端末装置 2 、測定装置 3 およびサ ーバ 装置 5 を備 えている。

[0021 ] 本実施形態 における聴診 シ ステ ム 1 0 0 では、測定現場 6 にいる、被測定

者であ って測定者でもある患者 P と、遠隔地 7 にいる医師 D とが、 それぞれ

の場所 に設 け られた情報端末装置 （1 、 2 ) を用いて通話することが可能で

ある。 そ して、患者 P は、医師 D の指導の下、測定現場 6 にて、測定装置 3

を用いて自身の聴診音の測定を行 う。

[0022] 本実施形態では、測定装置 3 は、患者 P が発する生体音 を採取する聴診器



である。以下では、測定装置 3 を聴診器 3 と称する。聴診器 3 は、例えば、

患者側情報端末装置 1 と無線通信することが可能な電子聴診器などで実現さ

れる。

[0023] なお、測定現場 6 には、患者 P の測定を補助する測定補助者 U が居合わせ

てもよい。測定補助者 U は、例えば、高度看護師 （N P ；Nurse Pract i t i one

r ) などの医療従事者、患者を介護する家族などである。測定補助者 U は、聴

診器 3 および患者側情報端末装置 1 を操作することができる。測定補助者 U

は、医師ほどの高度な知識、技能および権限を有 してはいないが、あるいは

、専門外の診療であるが、専門の医師 D の指導の下に、測定現場 6 にて即時

に、簡便な診察および治療を行 う技能を持ち合わせていてもよい。 また、測

定補助者 U は、単に、聴診器 3 および患者側情報端末装置 1 を操作 して、測

定を行 うのみであってもよい。

[0024] 聴診器 3 によって採取された聴診音の電子データ （以下、測定データ）は

、患者側情報端末装置 1 によって取 り込まれ、患者側情報端末装置 1 か ら医

師側情報端末装置 2 へ と、ネッ 卜ワーク4 およびサーバ装置 5 を介 して送信

される。

[0025] なお、測定装置は、聴診器 3 の他に、例えば、血圧計、体温計、ェコ一装

置などで実現されてもよい。各測定装置が取得 した生体信号は、 D / A 変換

されて測定データとして患者側情報端末装置 1 内で処理される。

[0026] 患者側情報端末装置 1 は、測定現場 6 に設けられた患者 P の情報端末装置

である。患者側情報端末装置 1 は、例えば、ネッ トワーク4 に接続可能なデ

スク トップパ ソコ ンなどで実現される。詳細は後述するが、患者側情報端末

装置 1 には、デジタル ビデオカメラなどの撮像部が設けられている。 この撮

像部によって、診察時の患者 P の様子が撮影される。

[0027] 撮影された患者映像 （ライプビュ一画像）は リアルタイムにサーバ装置 5

を経由 して医師側情報端末装置 2 に送信される。 また、患者側情報端末装置

1 は、医師側情報端末装置 2 か ら送信されるデータ （主に、静止画）をサ一

バ装置 5 およびネッ トワーク4 を介 して受信 し、表示する機能も有する。 こ



の静止画を表示する機能については、後 に詳述する。

[0028] 医師側情報端末装置 2 は、患者側情報端末装置 1 が送信 した患者映像 を リ

アルタイムに表示する機能を有する。 さらに、医師側情報端末装置 2 は、上

記患者映像か ら静止画を抽出 して該静止画を編集する機能を有する。 この編

集する機能 とは、具体的には、例えば、ポインテ ィングデバイスにより、静

止画上の特定の場所 （患者の測定部位など）に目印を入力 した り、文字を入

力 した りする機能である。 さらに、医師側情報端末装置 2 は、上記 目印およ

び文字などの入力情報が付加された静止画 （以下、情報付静止画）を、患者

側情報端末装置 1 に送信する機能を有する。

[0029] サーバ装置 5 は、ネッ トワーク4 に接続可能な任意の位置に設けられてい

る。サーバ装置 5 は、医師側情報端末装置 2 と通信することが許可された特

定の患者側情報端末装置 1 と、医師側情報端末装置 2 との間の情報のや り取

りを可能にするサーバ機能を有する。

[0030] また、本実施形態では、サーバ装置 5 は、あ らか じめ登録 されている患者

たちの情報 （電子カルテなど）を記憶 したデータベースを保持 していてもよ

し、。 このデータベースは、権限を有する特定の医師側情報端末装置 2 しかァ

クセスできないように管理 されていることが好ま しい。なお、サーバ装置 5

は、本発明の聴診システム 1 0 0 において必須の構成ではない。例えば、医

師側情報端末装置 2 が、患者側情報端末装置 1 および所有者である患者 P の

情報 を管理 してお り、患者側情報端末装置 1 と医師側情報端末装置 2 とがプ

ライべ— 卜なネッ 卜ワークを介 して通信するような形態も、本発明の聴診シ

ステム 1 0 0 の範疇に入る。

[0031 ] 以上のとお り、本発明の聴診システム 1 0 0 において、医師側情報端末装

置 2 は、患者映像 を編集 し、測定部位 を明示 した情報付静止画を患者側情報

端末装置 1 に供給する機能を備えていることを特徴 と している。患者側情報

端末装置 1 は、上記情報付静止画を、測定者でもある患者 P が測定部位 を容

易に把握できるように適切な状態で表示する機能を備えていることを特徴 と

している。各装置のそれぞれの機能について、図を参照 しなが ら、以下に詳



細に説明する。

[0032] 〔患者側情報端末装置のハー ドウエア構成〕

図 3 は、本実施形態における患者側情報端末装置 1 のハー ドウェア構成を

示すプロック図である。なお、図 3 に示す例は、本発明の患者側情報端末装

置 1 のハ一 ドウエア構成の一例を示すものであって、患者側情報端末装置 1

の構成を限定するものではない。

[0033] 図 3 に示すとおり、患者側情報端末装置 1 は、本体 1 a 、通信部 1 1、音

声入出力部 1 2 、すなわち、音声入力部 1 2 a および音声出力部 1 2 b 、表

示部 1 3 、操作部 1 4 、ならびに、撮像部 1 6 を備える構成となっている。

なお、本体 1 a には、図 3 には示されていないが、制御部 1 0 、記憶部 1 5

、および、近距離通信部 1 7 が収容されている。

[0034] 制御部 1 0 は、患者側情報端末装置 1 が備える各部を統括制御するもので

あり、例えば、C P U (cent ra l process i ng un i t ) などで実現される。

[0035] 通信部 1 1 は、通信網を介 して外部の装置と通信を行うものである。通信

部 1 1 は、例えば、ネッ トワーク4 を介 して、サーバ装置 5 または医師側情

報端末装置 2 とデータの送受信を行う。さらに、患者側情報端末装置 1 が、

電話などの通話機能を備えている場合には、通信部 1 1 は、電話回線網を介

して、音声通話データなどを、他の装置との間で送受信する。具体的には、

通信部 1 1 は、患者映像を、サーバ装置 5 を介 して医師側情報端末装置 2 に

送信 したり、医師側情報端末装置 2 から、医師の音声データおよび測定部位

が示された情報付静止画などを受信 したりする。

[0036] 音声入出力部 1 2 は、音声入力部 1 2 a および音声出力部 1 2 b で構成さ

れている。音声入力部 1 2 a は、患者側情報端末装置 1 の外部で発生 した音

声の入力を受け付けるものであり、マイク等により実現される。音声入力部

1 2 a を介 して入力された音声は、音声認識されて、患者側情報端末装置 1

に対する指示信号に変換されてもよい。音声出力部 1 2 b は、患者側情報端

末装置 1 が処理 した音声データを、音声として出力するものであり、スピ一

力、ヘッ ドフォン端子およびヘッ ドフォン等により実現される。音声入出力



部 1 2 により、患者 P および測定補助者 U は、遠隔地 7 にいる医師 D との間

で、音声による意思伝達を実施することができる。

[0037] 表示部 1 3 は、患者側情報端末装置 1 が扱 う各種情報を表示するものであ

り、例えば、 L C D (液晶デ ィスプレイ）などの表示装置で構成される。表

示部 1 3 が表示する情報は、例えば、撮像部 1 6 によって撮影されたライプ

ビュー画像 （患者映像）であった り、医師側情報端末装置 2 か ら送信された

情報付静止画であった り、ユーザ （患者 P および測定補助者 U ) が患者側情

報端末装置 1 を操作するためのG U I (Graph i ca l User Interface) 部品で

あった り、聴診器 3 などの各種測定装置で測定 した、被測定者の測定結果 （

バイタル情報）であった りする。

[0038] なお、本実施形態では、表示部 1 3 に表示される患者映像および情報付静

止画は、左右反転されて、患者の姿が鏡像で示されるようになつている。患

者 P は、表示部 1 3 に表示された鏡像を見なが ら聴診器 3 を用いてバイタル

情報をセンシングすることができる。

[0039] 操作部 1 4 は、ユーザが、患者側情報端末装置 1 に指示信号を直接入力す

るためのものである。例えば、操作部 1 4 は、本体 1 a に設けられたボタン

、スィッチ、キ一またはジ ョグダイアルなどの適宜の入力機構、キーボー ド

、も しくは、マウスなどで実現される。ユーザは、例えば、マウスまたはキ

—ボ一 ドで実現された操作部 1 4 を操作 して、表示部 1 3 に表示されたG U

I 部品を操作することによって、患者側情報端末装置 1 に対 して指示を入力

することができる。なお、操作部 1 4 は、表示部 1 3 と一体に形成されて、

タツチパネル として実現されてもよい。

[0040] 記憶部 1 5 は、 （1 ) 患者側情報端末装置 1 の制御部 1 0 が実行する基本

制御 プログラム、 （2 ) 制御部 1 0 が実行する0 S プログラム、 （3 ) 制御

部 1 0 が、患者側情報端末装置 1 が有する各種機能を実行するためのアプリ

ケ一シ ヨンプログラム、および、 （4 ) 該アプリケーシ ョンプログラムを実

行するときに読み出す各種データを記憶するものである。あるいは、 （5 )

制御部 1 0 が各種機能を実行する過程で演算に使用するデータおよび演算結



果等 を記憶 す るものであ る。

[0041 ] 例 えば、上記 の （1 ) ~ ( 4 ) のデー タは、 R O M (read on l y memory)

、 フ ラ ッシ ュ メ モ リ、 E P R O M (Erasab l e Programmab l e ROM) E E P R

O M ( E Lect i c a LLy EPROM) (登録商標 ）、 H D D (Hard D i s c D i ve) な ど

の不揮発性記憶装置 にて実現 された記憶部 1 5 に記憶 され る。 また、例 えば

、上記 の （5 ) のデー タは、 R A M (Random Access Memory) な どの揮発性

記憶装置 にて実現 された記憶部 1 5 に記憶 され る。 どのデー タを どの記憶装

置 に記憶 す るのか については、 患者側情報端末装置 1 の使 用 目的、利便性、

コ ス ト、 物理 的な制約 な どか ら適宜決定 され る。

[0042] 例 えば、 患者 P の年齢、性別、氏名、既往歴等 の患者情報、聴診器 3 によ

つて採取 された測定デー タ、 患者 を撮影 した動画、静 止画 な どが、不揮発 的

に記憶部 1 5 に記憶 され る。 あ るいは、 リアル タイム に撮影 された患者 映像

な どは、 一時的 に記憶部 1 5 に記憶 され る。

[0043] 撮像部 1 6 は、静 止画 または動画 を撮像 す るものであ り、 レンズおよび撮

像素子な どを含 む適宜 の撮像機構 で構成 され る。例 えば、撮像部 1 6 は、 C

C D (Charge Coup led Dev i ces) カメラまたは C M O S (Comp lementary Met

a L-Ox i de-Sem i conductor) カメラな どで実現 され るが、 その他 の撮像装置 を

撮像部 1 6 と して用 いて もよい。撮像部 1 6 は、 少な くとも 1 台、 患者 の身

体 が正面 か ら撮影 で きるよ うな位置 に設置 され る ことが好 ま しい。撮像部 1

6 が撮影 して取得 された患者 映像 は、 患者側情報端末装置 1 か らサ ー バ 装置

5 を介 して医師側情報端末装置 2 に リアル タイム に供給 され る。 これ によ り

、 医師側情報端末装置 2 を利用す る医師 D は、 患者 P がバ イタル状態 をセ ン

シ ング している様 子 を患者 映像 を通 して確認 す る ことがで きる。

[0044] 近距離通信部 1 7 は、近距離通信手段 を用 いて、聴診器 3 な どの測定装置

と通信 す るものであ る。近距離通信部 1 7 の近距離通信手段 は、有線 にて実

現 されて もよいが、無線 にて実現 され る ことが好 ま しい。例 えば、本実施形

態 では、聴診器 3 が被測定者 か ら採取 した聴診音デー タ （測定デー タ） を、

聴診器 3 が近距離無線通信手段 を介 して患者側情報端末装置 1 に送信 す る。



そして、近距離通信部 1 7 は、聴診器 3 から上記測定データを受信する。近

距離無線通信手段としては、 I r D A 、 I r S S などの赤外線通信、 B l u

e t o o t h (登録商標）通信、W ί F ί 通信などの近距離無線通信技術、ま

たは、 F e I ί c a などの非接触型 I C 力一 ドなど、適宜の手段を用いるこ

とが可能である。近距離通信部 1 7 が信号を受信するためのアンテナおよび

信号復調部などは本体 1 a に収容されていてもよい。

[0045] 〔医師側情報端末装置のハー ドウエア構成〕

図4 は、本実施形態における医師側情報端末装置 2 のハー ドウエア構成を

示すプロック図である。なお、図4 に示す例は、本発明の医師側情報端末装

置 2 のハ一 ドウエア構成の一例を示すものであって、医師側情報端末装置 2

の構成を限定するものではない。

[0046] 図 4 に示すとおり、医師側情報端末装置 2 は、本体 2 a 、通信部 4 1、音

声入出力部 4 2 、すなわち、音声入力部 4 2 a および音声出力部 4 2 b 、表

示部 4 3 、ならびに、操作部 4 4 を備える構成となっている。なお、本体 2

a には、図4 には示されていないが、制御部 4 0 および記憶部 4 5 が収容さ

れている。

[0047] 医師側情報端末装置 2 のハー ドゥエァ構成は、患者側情報端末装置 1 とほ

ぼ同様であるので重複する内容はここでは繰 り返 して説明 しない。

[0048] 通信部 4 1 は、患者側情報端末装置 1 から患者映像を受信 したり、患者 P

または測定補助者 Uの音声データを受信 したり、聴診器 3 によって採取され

た患者 Pの測定データを受信 したり、医師側情報端末装置 2 が生成 した情報

付静止画を患者側情報端末装置 1 に送信 したりする。

[0049] 表示部 4 3 は、医師側情報端末装置 2 が扱う各種情報を表示する。表示部

4 3 が表示する情報は、例えば、患者側情報端末装置 1 から受信 したライプ

ビュー画像 （患者映像）であったり、医師側情報端末装置 2 にて編集中の患

者の静止画 （情報付静止画）であったり、ュ一ザ （医師D ) が医師側情報端

末装置 2 を操作するためのG U I 部品であったり、被測定者の測定データ （

バイタル情報）であったりする。



[0050] 特 に、本実施形態では、医師側情報端末装置 2 は、上記患者映像の 1 フ レ

—厶 （静止画）に、医師 D がコメン トを追加 した り、測定部位 に目印を追加

した りして、上記静止画に情報 を追加する機能を備える。そこで、表示部 4

3 には、 さらに、医師 D が静止画に対 して情報 を入力するためのG U I 部品

(ペ ン型の力一ソルなど）、および、医師 D によって静止画に追加された入

力情報 （測定部位の目印など）が表示されてもよい。 さらに、表示部 4 3 に

は、医師 D が患者 P の容体を詳細に把握できるように、聴診器 3 が採取 した

聴診音の波形データが表示されてもよい。上記波形データは、患者側情報端

末装置 1 か らほぼ リアルタイムに送信 されて くることが好ま しい。 これによ

り、医師 D は、患者 P の測定が正常に行われているかどうか確認できる。 ま

た、測定方法に問題があれば、患者映像か ら抽出 した静止画を編集 して、ぺ

ンまたはマウスなどで正 しい測定部位 をマ 一 キング して、患者側情報端末装

置 1 にす ぐに返信することができる。なお、上記波形データなどの測定デ一

タは、医師 D が患者 P の診断に利用することもできる。

[0051 ] 操作部 4 4 は、患者側情報端末装置 1 の操作部 1 4 と同様 に、本体 2 a に

設けられる適宜の入力機構、キーボー ド、 または、マウスなどで実現 されて

もよいが、 さらに、ペ ンなどでなぞ られた形状 を医師側情報端末装置 2 に入

力することができるタブレツ 卜で実現 されることが好ま しい。 タブレツ 卜で

実現 された操作部 4 4 を用いれば、医師 D は、容易な操作で、静止画に対 し

て目印または文字などを追加 し、編集することが可能 となる。なお、マウス

と しての操作部 4 4 を用いて静止画に対 して目印が追加されてもよい し、キ

—ボ一 ドと しての操作部 4 4 によって、静止画に対 して文字が追加されても

よい。

[0052] 〔患者側情報端末装置の機能構成〕

図 1 は、本実施形態における患者側情報端末装置 1 の要部構成 を示す機能

プロック図である。

[0053] 図 1 に示すとお り、患者側情報端末装置 1 の制御部 1 0 は、機能 プロック

と して、少な くとも、表示制御部 2 3 および映像処理部 2 0 を備える構成 と



な っている。 そ して、本実施形態では、映像処理部 2 0 は、 少な くとも、配

置決定部 3 0 および鏡像生成部 3 を含む構成 である。 なお、制御部 1 0 は

、 さ らに、必要 に応 じて、入出力制御部 2 1 、測定データ処理部 2 2 および

操作受付部 2 4 を備 えていてもよい。 また、映像処理部 2 0 は、 さ らに、必

要 に応 じて、画像重畳部 3 2 および反転制御部 3 3 を含んでいてもよい。

[0054] 上述 した制御部 1 0 の各機能 プロックは、 C P U (cent r a l process i ng un

i t ) 等 が、 R O M (read on l y memory) 、 N V R A M (non-Vo Lat i Le random

access memory) 等 で実現 された記憶装置 （記憶部 1 5 ) に記憶 されている

プログラムを R A M (random access memory) 等 に読み出 して実行すること

で実現 で きる。

[0055] 入 出力制御部 2 は、音声入出力部 1 2 によって入出力 され る音声信号の

D / A 変換 を行 うものである。例 えば、音声入力部 1 2 a (マイ ク）か ら入

力 された音声信号 は、 D / A 変換 されて、音声データと して、通信部 1 1 を

介 してネ ッ トワー ク 4 へ送 出され る。本実施形態では、送信先 は、サーバ装

置 5 であるが、サーバ装置 5 によって、上記音声データは、 医師側情報端末

装置 2 へ と転送 され る。一方、入出力制御部 2 は、通信部 1 1 を介 して医

師側情報端末装置 2 か ら受信 された、 医師 D の音声データを、音声 出力部 1

2 b へ と出力する。

[0056] 測 定データ処理部 2 2 は、近距離通信部 1 7 を介 して受信 された聴診器 3

な どの測定装置か ら出力 された測定デ一タを処理 するものである。具体的に

は、測定データ処理部 2 2 は、測定データを、 自装置の表示部 1 3 に表示 さ

れ るように形式変換 を行 った り、通信部 1 1 を介 して医師側情報端末装置 2

に送信 され るように形式変換 を行 った りする。

[0057] な お、測定データ処理部 2 2 は、聴診器 3 の測定装置か ら生体信号 を取得

する場合 には、必要 に応 じて、測定信号の D / A 変換 を行 ってもよい。例 え

ば、測定データ処理部 2 2 は、聴診器 3 か ら取得 された音信号 を、連続波形

データへ と処理 し、電子データと して保存、送信可能 にする。 また、測定デ

一夕処理部 2 2 は、血圧計か ら取得 された信号 を、血圧の数値 を示す単一デ



—タへ と処理 し、電子データと して保存、送信可能にする。 また、測定デ一

タ処理部 2 2 は、ェコ一装置か ら取得 された映像信号を、動画像データへ と

処理 し、電子データと して保存、送信可能にする。以上のとお り、患者側情

報端末装置 1 は、測定装置のそれぞれのハ 一 ドゥエァ性能に応 じた適切な精

度 を満たす D / A 変換 を行 う機能を有 していてもよい。近距離通信部 1 7 が

、聴診器 3 か らの測定デ一タをデジタル信号 と して受信することができる場

合には、 D / A 変換 を行 う機能はな くてもよい。

[0058] 測定データ処理部 2 2 が処理 した測定データは、図示 しないデータ送出部

によって、サーバ装置 5 に送信するか （通信部 1 1 へ供給するか）、表示部

3 に表示するか （映像処理部 2 0 へ供給するか）が決定され、分配される

。通常は、測定データ処理部 2 2 のデータ送出部は、測定データがサーバ装

置 5 に送信 されつつ、表示部 1 3 にも表示されるように、該測定データを、

各部 に分配する。

[0059] 映像処理部 2 0 は、患者側情報端末装置 1 が扱 う表示対象データを処理す

るものであ り、表示部 1 3 に表示される画面を生成するものである。本実施

形態では、映像処理部 2 0 は、配置決定部 3 0 および鏡像生成部 3 1 を含む

[0060] 鏡像生成部 3 は、撮像部 1 6 によって撮影 された患者映像、および、医

師側情報端末装置 2 か ら受信 された情報付静止画に対 して、左右反転 させる

処理 を実行するものである。鏡像生成部 3 は、上記患者映像 を左右反転 さ

せて鏡像映像 を生成 し、上記情報付静止画を左右反転 させて鏡像画像 を生成

する。鏡像生成部 3 によって生成 された鏡像映像は、元の患者映像すなわ

ち正像映像 とは別のデータと して、記憶部 1 5 に格納 される。上記鏡像画像

も、同様 に、元の情報付静止画すなわち正像画像 とは別のデータと して、記

憶部 1 5 に格納 される。

[0061 ] 配置決定部 3 0 は、表示対象データの表示部 1 3 の画面における配置を設

計するものである。配置決定部 3 0 が扱 う表示対象データは、例えば、 これ

に限定されないが、 G U I 部品、患者映像 （正像映像）、上記鏡像映像、情



報付静止画 （正像画像）、上記鏡像画像、 および、測定データな どである。

[0062] 表示制御部 2 3 は、映像処理部 2 0 によって処理 された映像 または画像 を

含む画面のデータを映像信号 と して表示部 1 3 に出力するものである。

[0063] 操作受付部 2 4 は、操作部 1 4 が操作 され ることによって患者側情報端末

装置 1 に入力 された指示信号 を受 け付 けるものである。指示信号入力のィべ

ン 卜が発生すると、操作受付部 2 4 は、 イベ ン トに応 じた指示信号の内容 を

、制御部 1 0 の各部 に供給 する。

[0064] 〔医師側情報端末装置の機能構成〕

図 5 は、本実施形態 における医師側情報端末装置 2 の要部構成 を示す機能

プロック図である。

[0065] 図 5 に示す とお り、 医師側情報端末装置 2 の制御部 4 0 は、機能 プロック

と して、 少な くとも、映像受信部 5 5 、映像処理部 5 0 、表示制御部 5 3 、

操作受付部 5 4 、 および、入力情報処理部 5 6 を備 える構成 とな っている。

そ して、本実施形態では、映像処理部 5 0 は、静止画取得部 6 5 、画像重畳

部 6 6 および配置決定部 6 7 を含む構成 である。入力情報処理部 5 6 は、 少

な くとも、入力情報生成部 6 0 および静止画 出力部 6 を含む構成 である。

なお、制御部 4 0 は、 さ らに、必要 に応 じて、入出力制御部 5 1 、 および、

測定データ受信部 5 2 を備 えていてもよい。 また、入力情報処理部 5 6 は、

さ らに、必要 に応 じて、反転要否判定部 6 2 および非反転情報 出力部 6 3 を

含んでいてもよい。

[0066] 上述 した制御部 4 0 の各機能 プロックは、 C P U (cent r a l process i ng un

i t ) 等 が、 R O M (read on l y memory) 、 N V R A M (non-Vo Lat i Le random

access memory) 等 で実現 された記憶装置 （記憶部 4 5 ) に記憶 されている

プログラムを R A M (random access memory) 等 に読み出 して実行すること

で実現 で きる。

[0067] 医師側情報端末装置 2 の機能構成 の うち、患者側情報端末装置 1 の機能構

成 とほぼ同様 であるものについては、重複 する内容 は ここでは繰 り返 して説

明 しない。



[0068] 入出力制御部 5 は、本実施形態では、音声入力部 4 2 a か ら入力された

医師 D の音声信号を音声データとして通信部 4 1 に出力する。一方、入出力

制御部 5 は、通信部 4 を介 して受信 した、患者 P または測定補助者 U の

音声データを音声信号 として音声出力部 4 2 b に出力する。

[0069] 測定データ受信部 5 2 は、通信部 4 を介 して受信された測定データを取

得するものである。取得された測定データは、映像処理部 2 0 に供給されて

、表示部 4 3 に表示されるように、映像処理部 2 0 によって処理される。

[0070] 映像受信部 5 5 は、通信部 4 を介 して受信された患者映像を取得するも

のである。取得された患者映像は、映像受信部 5 5 によって、 リアルタイム

で映像処理部 2 0 に供給される。 これにより、供給された患者映像は、 リァ

ルタイムで表示部 4 3 に表示されるように、映像処理部 2 0 によって処理さ

れる。

[0071 ] 入力情報処理部 5 6 は、操作部 4 4 を介 して入力された医師 D が入力 した

入力情報を処理するものである。入力情報処理部 5 6 は、本実施形態では、

少な くとも、入力情報生成部 6 0 および静止画出力部 6 を含む。

[0072] 入力情報生成部 6 0 は、操作部 4 4 か ら入力された入力情報を、映像処理

部 5 0 が扱える才プジェク 卜に成形するものである。例えば、ペ ンとタプレ

ッ 卜とを介 して、患者映像 または静止画に対 して、入力情報 （目印）が入力

されたとする。入力情報生成部 6 0 は、 タブレッ トを介 して入力された入力

信号が示す、医師 D が描いたペ ンの筆跡か ら上記 目印の形状 （および色）を

特定する。 また、上記 目印が検出された静止画上の位置を特定する。そ して

、入力情報生成部 6 0 は、上記 目印の形状 と位置 とを指定する形式へ と入力

情報を成形する。入力情報生成部 6 0 は、上記入力情報を映像処理部 5 0 に

引き渡 して、該入力情報を静止画に追加するように依頼する。

[0073] 静止画出力部 6 1 は、上記依頼に対する応答 として、映像処理部 5 0 か ら

、上記静止画に上記入力情報が付加された情報付静止画を受け取る。 また、

静止画出力部 6 は、該情報付静止画を、通信部 4 に出力する。 これによ

り、情報付静止画は、ネッ トワーク4 を介 して患者側情報端末装置 1 に供給



される。

[0074] 映像処理部 5 0 は、医師側情報端末装置 2 が扱う表示対象データを処理す

るものである。映像処理部 5 0 は、表示部 4 3 に表示される画面を生成する

ものであり、また、表示部 4 3 に表示された画像 （患者映像の 1 フレーム）

が編集された場合には、その編集操作にしたがって、画像に対 して編集処理

を施すものである。映像処理部 5 0 は、静止画取得部 6 5 、画像重畳部 6 6

および配置決定部 6 7 を含む。

[0075] 静止画取得部 6 5 は、ライプビュ一画像である患者映像から 1 フレームを

静止画としてキヤプチヤするものである。本実施形態では、例えば、医師D

が、操作部 4 4 (例えば、ペンおよびタブレット）を用いて、患者映像に編

集を施 した （入力情報を入力 した）タイミングで、表示部 4 3 に出力されて

いるフレームを静止画として取得 してもよい。あるいは、医師りが、操作部

4 4 (例えば、マウス）を用いて、キヤプチャボタン （G U I 部品）をクリ

ックしたタイミングで、表示部 4 3 に出力されているフレームを静止画とし

て取得 してもよい。静止画取得部 6 5 によって取得された静止画に対 して、

医師D により入力された入力情報 （目印および文字など）が反映される。

[0076] 画像重畳部 6 6 は、操作部 4 4 を介 して医師Dが入力 した入力情報を、静

止画取得部 6 5 によって取得された静止画に重ねて合成するものである。例

えば、医師Dがペンを用いて、静止画上の患者 Pの測定部位を丸で囲むとす

る。この丸の才ブジェク 卜が入力情報として入力情報生成部 6 0 によって成

形される。画像重畳部 6 6 は、入力情報生成部 6 0 からの依頼にしたがって

、入力情報 （丸）を、静止画上の指定された位置に重ねて合成する。画像重

畳部 6 6 は、こうして、静止画に入力情報を合成 して、情報付静止画を生成

する。上記の例では、情報付静止画は、患者 Pの体の測定部位を、医師Dが

描いたとおりの丸の目印によって示 した画像である。画像重畳部 6 6 は、生

成 した情報付静止画を入力情報処理部 5 6 の静止画出力部 6 に返す。

[0077] 配置決定部 6 7 は、表示対象データの表示部 4 3 の画面における配置を設

計するものである。配置決定部 6 7 が扱う表示対象データは、例えば、これ



に限定されないが、 G U I 部品 （特に、静止画編集用のG U I 部品）、患者

映像 （正像映像）、情報付静止画 （正像画像）、および、測定データなどで

ある。

[0078] 表示制御部 5 3 は、映像処理部 5 0 によって処理された映像 または画像を

含む画面のデータを映像信号 として表示部 4 3 に出力するものである。

[0079] 操作受付部 5 4 は、操作部 4 4 が操作されることによって医師側情報端末

装置 2 に入力された指示信号を受け付けるものである。

[0080] 〔聴診システ ムの処理 フ ロー〕

図 6 は、本発明の実施形態における聴診システ ム 1 0 0 の処理の流れを示

すフ口一チヤ一 卜である。

[0081 ] 測定現場 6 にある患者側情報端末装置 1 と、遠隔地 7 にある医師側情報端

末装置 2 との間で通信が確立すると、医師 D の患者 P に対する診療が開始さ

れる。

[0082] まず、患者側情報端末装置 1 の撮像部 1 6 が起動される。撮像部 1 6 は、

患者 P を撮影 し、患者 P のライプビュ一画像 （患者映像）を取得する （S 1

0 1 ) 。聴診器による測定を行 う場合は、上半身を撮影することが好ま しい

。血圧計による測定の場合は、腕を撮影することが好ま しい。

[0083] 患者映像は、映像処理部 2 0 によって通信可能なデータ形式へ と処理され

通信部 1 1 に出力される。通信部 1 1 は、上記患者映像を医師側情報端末装

置 2 に送信する （S 1 0 2 ) 。

[0084] 一方、医師側情報端末装置 2 の通信部 4 1 は、患者側情報端末装置 1 か ら

上記患者映像を受信する。受信された患者映像は、映像受信部 5 5 および映

像処理部 5 0 によって処理される。表示制御部 5 3 は、患者映像を表示する

ための画面に対応する映像信号を表示部 4 3 に出力 して、患者映像を表示す

る （S 1 0 3 ) 。 これにより、医師 D は、患者 P の様子を リアルタイムで視

認できるようになる。

[0085] 続 いて、医師 りが、患者映像を見なが ら、患者の静止画をキヤプチヤする

指示を操作部 4 4 を介 して入力すると （S 1 0 4 において Y E S ) 、そのタ



イミングで、静止画取得部 6 5 は、患者の静止画を取得する （S 1 0 5 ) 。

そして、上記静止画は、例えば、図4 に示すとおり、表示部 4 3 に表示され

る。医師Dは、上記静止画に対 して、ペンを用いて、マ一キングしたり、ぺ

イン 卜したり、文字を入力 したりすることが可能である。

[0086] ここで、医師りが、例えば、図4 に示すとおり、上記静止画上の任意の位

置に、測定部位を表す目印を記入 したとする。このように情報入力のィベン

卜が発生すると （S 1 0 6 においてY E S ) 、入力情報処理部 5 6 および映

像処理部 5 0 は、入力された入力情報を静止画に重畳させて、情報付静止画

を生成する （S 1 0 7 ) 。ここでは、情報付静止画は、患者の姿が写ってい

る静止画上の、医師Dが記入 した位置に、測定部位を表す目印が重ねられた

画像である。

[0087] 医師 D は、静止画に対する編集を終えると、例えば、送信ボタンなどのG

U I 部品をクリックして、その編集内容で、情報付静止画を送信することを

患者側情報端末装置 1 に対 して指示することができる。この指示に応 じて、

通信部 4 は、上記情報付静止画を患者側情報端末装置 1 に送信する （S

0 8 ) 。

[0088] これに対 して、患者側情報端末装置 1 の通信部 1 1 は、上記情報付静止画

を受信する （S 1 0 9 ) 。そして、映像処理部 2 0 の鏡像生成部 3 は、上

記情報付静止画の左右を反転させた鏡像画像を生成する （S 1 1 0 ) 。

[0089] 表示制御部 2 3 は、鏡像生成部 3 1 によって生成された上記鏡像画像を表

示部 1 3 に表示する （S 1 1 1 ) 。例えば、図4 に示すとおり、医師側情報

端末装置 2 において作成された情報付静止画は、右下に測定部位の目印を含

んでいる。これを左右反転させた鏡像画像は、図 3 に示すとおり、左下に測

定部位の目印を含んでいる。左下に測定部位の目印を含む鏡像画像は、患者

P にとつて、鏡に映 した自分の姿と同 じに見える。

[0090] したがって、患者 P は、上記鏡像画像を見ながら、上記目印を頼 りにして

、すぐさま、自身の体における測定部位を特定 し、そこに、聴診器 3 をあて

なければならないことを、直感的に理解することができる。



[0091 ] なお、映像処理部 2 0 の鏡像生成部 3 は、撮像部 1 6 によって取得され

た患者映像を反転させた鏡像映像を生成 してもよい （S 1 1 2 ) 。配置決定

部 3 0 は、鏡像映像を画面に配置 して、上記鏡像画像 とともに表示部 1 3 に

表示させてもよい。 S 2 の処理は、 S 1 0 1 より後のどのタイミングで

実行されてもよい。

[0092] 上記構成および方法によれば、医師側情報端末装置 2 は、患者の現在の様

子を写す静止画を、医師 D の指示に したがって編集することにより、患者の

体のいずれかに、測定部位を表す目印が付加された情報付静止画を生成する

ことができる。一方、上記情報付静止画を受信 した患者側情報端末装置 1 は

、情報付静止画を、測定部位の目印ごと、左右反転 して、鏡像画像を生成 し

、表示部 1 3 に表示することができる。

[0093] これにより、聴診システム 1 0 0 において、医師 D が見ている表示部 4 3

では、患者映像および情報付静止画は、すべて正像である一方、患者 P が見

ている表示部 1 3 では、鏡像画像が表示される。つまり、遠隔地 7 において

は、医師 D は、通常医師 D が患者 P と対面で診察を行 う場合 と同 じ状態で、

患者 P を観察することできる。一方で、測定現場 6 においては、患者 P は、

鏡に自分の姿を映 した場合 と同 じ状態で、 自分自身の様子を観察することが

できる。

[0094] このため、医師 D は、通常の現場の診療 と同 じ感覚で、適切な測定部位を

指定することができ、 これに対 して、患者 P は、鏡に映った自分を見るのと

同 じ感覚で、指定された測定部位を、す ぐさま直感的に把握することができ

る。

[0095] 以上のことか ら、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者 として測定を行 う場合

に、測定者が容易に測定部位を把握することが可能な、利便性の高い聴診シ

ステム 1 0 0 を実現することが可能になる。

[0096] 〔実施形態 1 の変形例〕

なお、本実施形態では、表示制御部 2 3 は、鏡像画像 （情報付静止画の左

右反転画像）とともに、鏡像映像 （ライプビュー画像の左右反転映像）を表



示 してもよいことを説明 した。ここで、鏡像画像と鏡像映像とは、並べて表

示部 1 3 に表示されてもよいし、重ねて表示部 1 3 に表示されてもよい。

[0097] 例えば、配置決定部 3 0 は、鏡像画像と鏡像映像とを横並びに配置 して画

面を生成 してもよい。あるいは、映像処理部 2 0 は、画像重畳部 3 2 を備え

、画像重畳部 3 2 が、鏡像画像と鏡像映像とを重ねた重畳画像を生成 しても

よい。例えば、画像重畳部 3 2 は、鏡像映像の上に、半透過させた鏡像画像

を重ね合わせることが考えられる。患者 P は、鏡像映像に映る自分の姿が、

鏡像画像と一致するように体を動か したり、撮像部 1 6 を動か したりするこ

とができる。そして、患者 P は、一致 した重畳画像を確認 して、聴診器 3 を

鏡像画像上の目印と重なるように当てることによって、簡単に正 しい測定部

位をつきとめることが可能となる。

[0098] 《実施形態 2 》

本発明の遠隔測定システムに関する他の実施形態について、図 1、図 5 、

図 7 および図 8 に基づいて説明すれば、以下のとおりである。なお、説明の

便宜上、上述の実施形態にて説明 した図面と同 じ機能を有する部材について

は、同 じ符号を付記 し、その説明を省略する。

[0099] 〔本実施形態が解決 しょうとする課題〕

本実施形態では、聴診システム 1 0 0 において、患者 Pが居る測定現場 6

に、看護師などの医療専門者 （測定補助者 U ) が付き添うことを想定 してい

る。具体的には、患者 Pの状態に応 じて患者 P 自身で測定が可能なときは患

者 P 自身が測定を行い、患者 Pの容体が悪 く、自身で測定を行うことが困難

な場合、あるいは、操作に不慣れな患者 Pの場合には、測定補助者 Uが測定

を行うことを想定 している。

[01 00] 上述の実施形態 1 によれば、患者 P と測定補助者 U とは、同 じ患者側情報

端末装置 1 の表示部 1 3 の画面を見ながら、医師Dの指導の下、目的の測定

部位に聴診器 3 をあてて、バイタル情報を測定することになる。医師Dは、

実施形態 1 のときと同様に、患者 P を映像でモニタリングしながら、患者映

像の静止画に指示を書き込みするなどして、患者 P または測定補助者 U に指



示 を与える。つまり、聴診器 3 をあてるべ き測定部位 を静止画 に示 して指示

する。

[01 0 1 ] しか しなが ら、患者側情報端末装置 1 の表示部 1 3 には、患者 P の姿が鏡

像で表示 される。 そのため、患者 P が測定する場合は、患者 P にとつて利便

性が高いが、患者 P と対面する測定補助者 U が測定する場合 には、鏡像で表

示 された測定部位 は把握 しづ らく不便である。

[01 02] 本実施形態では、上記の不都合 に鑑みて、被測定者 自身が測定者 とな って

測定を行 う場合でも、他の測定者が測定を行 う場合でも、測定者が容易に測

定部位 を把握することが可能な、 さ らに利便性の高い遠隔測定シ ステ ム を実

現することを目的 とする。

[01 03] 〔医師側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態 における医師側情報端末装置 2 の機能構成 は、図 5 に示す とお

りである。

[01 04] ただ し、本実施形態 において、実施形態 1 の医師側情報端末装置 2 と異な

る点は、以下の点である。すなわち、映像処理部 5 0 の配置決定部 6 7 は、

患者映像 （正像） と、 キヤプチヤ した静止画 （正像） とを並べて配置するこ

とを決定する。

[01 05] 図 7 の （a ) は、本実施形態の表示部 4 3 に表示 される、患者 を表示する

ための患者領域 4 3 r の具体例 を示す図である。図 7 の （a ) に示す とお り

、配置決定部 6 7 は、患者領域 4 3 に、患者映像 4 3 0 と、編集前後 また

は編集中の情報付静止画 4 3 とを並べて配置する。医師 D は、患者映像 4

3 0 か ら静止画 をキヤプチヤする場合 には、例 えば、患者映像 4 3 0 をマウ

ス で ドラッグ して、情報付静止画 4 3 の領域 に ドロップする操作 を行 うこ

とな どが考 え られる。

[01 06] 〔患者側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態 における患者側情報端末装置 1 の機能構成 は、図 1 に示す とお

りである。

[01 07] ただ し、本実施形態 において、実施形態 1 の患者側情報端末装置 1 と異な



る点は、以下の点である。

[01 08] すなわち、映像処理部 2 0 の配置決定部 3 0 は、 ライプビュー画像 と、医

師側情報端末装置 2 か ら供給 される静止画 とを並べて配置することを決定す

る。 さ らに、配置決定部 3 0 は、 ライプビュ一画像 および静止画の両方 につ

いて、正像 と鏡像 とを切 り替える操作 をユーザに行わせるための G U I 部 品

を配置することを決定する。

[01 09] 図 7 の （b ) および （c ) は、本実施形態の表示部 1 3 に表示 される、患

者 を表示するための患者領域 1 3 r の具体例 を示す図である。図 7 の （b )

は、患者 P 用に、鏡像が表示 されている例 を示す図であ り、図 7 の （c ) は

、測定補助者 U 用に、正像が表示 されている例 を示す図である。

[01 10] 配置決定部 3 0 は、患者 P に対 しては、図 7 の （b ) に示す とお り、患者

領域 1 3 r に、鏡像映像 1 3 0 と、鏡像画像 1 3 とを並べて配置する。 さ

らに、本実施形態では、配置決定部 3 0 は、鏡像か ら正像 に切 り替える操作

を行 うための G U I 部 品 1 3 2 を配置する。測定補助者 U は、鏡像か ら正像

に切 り替えたい場合 には、例 えば、マウスを操作 して、 G U I 部 品 1 3 2 内

の測定補助者のオ プシ ョンボタンをク リックすることな どが考 え られる。

[01 11] 配置決定部 3 0 は、測定補助者 U に対 しては、図 7 の （c ) に示す とお り

、患者領域 1 3 r に、患者映像 1 3 3 (正像） と、情報付静止画 1 3 4 (正

像） とを並べて配置する。 さ らに、本実施形態では、配置決定部 3 0 は、正

像か ら鏡像 に切 り替える操作 を行 うための G U I 部 品 1 3 5 を配置する。患

者 P が正像か ら鏡像 に切 り替えたい場合 には、 G U I 部 品 1 3 5 内の患者の

才 プシ ヨンボタンをク リックすればよい。

[01 12] また、本実施形態 において、映像処理部 2 0 は、反転制御部 3 3 を必ず備

える構成である。

[01 13] 反転制御部 3 3 は、表示対象のオ ブジェク トについて反転処理 （鏡像表示

) の要否を判断 し制御するものである。本実施形態では、反転制御部 3 3 は

、操作部 1 4 を介 して入力された、正像鏡像切替指示 に したが って、正像 お

よび鏡像のいずれを表示 させるべ きかを制御する。例 えば、反転制御部 3 3



は、図 7 の （b ) に示す患者領域 1 3 r の状態で、測定補助者用の才 プシ ョ

ンボタンがク リックされた場合 には、鏡像 を正像 に切 り替えるべ きと判断す

る。 そ して、反転制御部 3 3 は、鏡像 を正像 に切 り替えるように、配置決定

部 3 0 に対 して指示する。

[01 14] —方、図 7 の （c ) に示す患者領域 1 3 r の状態で、患者用のオ プシ ョン

ボタンがク リックされた場合 には、正像 を鏡像 に切 り替えるべ きと判断する

。 そ して、反転制御部 3 3 は、正像 を鏡像 に切 り替えるように、配置決定部

3 0 に対 して指示する。

[01 15] 〔患者側情報端末装置の処理 フロー〕

図 8 は、本発明の実施形態 における患者側情報端末装置 1 の処理の流れを

示すフローチヤ一 卜である。

[01 16] 診療 が開始 されると、撮像部 1 6 は、患者 P を撮影 し、患者映像 を取得す

る （S 2 0 1 ) 。 そ して、鏡像生成部 3 は、上記患者映像の鏡像映像 を生

成する （S 2 0 2 ) 。

[01 17] 一方で、通信部 1 1 は、上記患者映像 を医師側情報端末装置 2 に送信する

( S 2 0 3 ) 。続 いて、上記患者映像 に基づいて生成 された情報付静止画 を

医師側情報端末装置 2 か ら受信する （S 2 0 4 ) 。情報付静止画が受信 され

た場合 には、鏡像生成部 3 1 は、上記情報付静止画の鏡像画像 を生成する （

S 2 0 5 ) 。

[01 18] 配置決定部 3 0 は、生成 された鏡像映像 1 3 0 と、鏡像画像 1 3 1 と、切

替操作用の G U I 部 品 1 3 2 とを患者領域 1 3 r に配置する （S 2 0 6 ) 。

[01 19] 表示制御部 2 3 は、上記患者領域 1 3 を含む画面 を表示部 1 3 に表示す

る （S 2 0 7 ) 。 この ときの表示内容は、例 えば、図 7 の （b ) に示す とお

りである。

[01 20] ここで、正像への切 り替え操作の入力を操作受付部 2 4 が検知 した場合 に

は （S 2 0 8 において Y E S ) 、配置決定部 3 0 は、患者映像 （正像映像）

1 3 3 と、情報付静止画 （映像画像） 1 3 4 と、切替操作用の G U I 部 品 1

3 5 とを患者領域 1 3 r に配置する （S 2 0 9 ) 。



[01 2 1 ] 表示制御部 2 3 は、上記患者領域 1 3 を含む画面 を表示部 1 3 に表示す

る （S 2 1 0 ) 。 この ときの表示内容は、例 えば、図 7 の （c ) に示す とお

りである。

[01 22] ここで、鏡像への切 り替え操作の入力を操作受付部 2 4 が検知 した場合 に

は （S 2 1 1 において Y E S ) 、配置決定部 3 0 は、 S 2 0 6 に戻 り、以降

同様の動作 を繰 り返す。

[01 23] 上記構成 および方法 によれば、測定部位 を表す 目印が付加 された情報付静

止画 を受信 した患者側情報端末装置 1 は、情報付静止画 を、測定部位の 目印

ごと、左右反転 して、鏡像画像 を生成 し、表示部 1 3 に表示することがで き

る。 また、鏡像映像 を並べて表示することがで きる。

[01 24] この一方で、 さ らに、患者側情報端末装置 1 は、元の患者映像 （正像） と

、元の情報付静止画 （正像） とを並べて表示部 1 3 に表示することが可能で

ある。

[01 25] そ して、反転制御部 3 3 の制御 によ り、患者側情報端末装置 1 は、ユーザ

の正像鏡像切替指示 に したが って、正像 と鏡像 とを任意 に切 り替えることが

可能である。

[01 26] これ によ り、聴診システム 1 0 0 において、医師 D が見ている表示部 4 3

では、患者映像 および情報付静止画は、すべて正像である一方、患者 P が見

ている表示部 1 3 では、鏡像画像 および鏡像映像が表示 される。つまり、遠

隔地 7 においては、医師 D は、通常医師 D が患者 P と対面で診察 を行 う場合

と同 じ状態で、患者 P を観察することで きる。一方で、測定現場 6 において

は、患者 P は、鏡 に自分の姿を映 した場合 と同 じ状態で、 自分 自身の様子を

観察することがで きる。

[01 27] さ らに、測定現場 6 において、測定補助者 U が測定を行 う場合 には、患者

側情報端末装置 1 の表示部 1 3 の表示 を、正像 に容易に切 り替えることが可

能である。

[01 28] このため、患者 P が測定を行 う場合 には、患者 P は、鏡像画像 によって、

鏡 に映 った自分 を見るの と同 じ感覚で、指定された測定部位 を、す ぐさま直



感的に把握することがで きる。 その一方、測定補助者 u が測定を行 う場合 に

は、測定補助者 u は、正像画像 によって、対面で診療 を行 う場合 と同 じ感覚

で、適切な測定部位 を、す ぐさま直感的に把握することがで きる。

[01 29] 以上の ことか ら、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者 とな って測定を行 う場

合でも、他の測定者 （測定補助者 U ) が測定を行 う場合でも、測定者が容易

に測定部位 を把握することが可能な、 よ り一層利便性の高い聴診 シ ステ ム 1

0 0 を実現することが可能 になる。

[01 30] なお、上述の例では、正像 と鏡像 とを切 り替える操作 について、患者側情

報端末装置 1 は、 G U I 部 品 （ソフ トウェアボタン）を用いて、ユーザ一ァ

クシ ヨンによって容易に切 り替えることがで きる構成 と したが、 これに限定

されない。患者側情報端末装置 1 の本体 1 a 、表示部 1 3 、 または、操作部

4 に物理的に設置 されているボタンを操作することによ り、正像 と鏡像 と

を切 り替えることがで きる構成 と してもよい。

[01 3 1 ] 《実施形態 3 》

本発明の遠隔測定シ ステ ム に関する他の実施形態 について、図 1 、 図 5 、

図 9 〜図 1 1 に基づいて説明すれば、以下の とお りである。なお、説明の便

宜上、上述の実施形態 にて説明 した図面 と同 じ機能 を有する部材 については

、同 じ符号 を付記 し、 その説明を省略する。

[01 32] 〔医師側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態 における医師側情報端末装置 2 の機能構成 は、図 5 に示す とお

りである。

[01 33] ただ し、本実施形態 において、上述の各実施形態の医師側情報端末装置 2

と異なる点は、以下の点である。すなわち、映像処理部 5 0 の画像重畳部 6

6 は、患者映像 （正像） と、 キヤプチヤ した静止画 （正像） とを重ねた重畳

画像 を生成 し、配置決定部 6 7 は、上記重畳画像 を配置することを決定する

[01 34] 図 9 の （a ) は、本実施形態の表示部 4 3 に表示 される患者領域 4 3 r の

具体例 を示す図である。図 9 の （a ) に示す とお り、画像重畳部 6 6 は、患



者映像 4 3 0 と情報付静止画 4 3 1 とを重畳 させる。例えば、画像重畳部 6

6 は、情報付静止画 4 3 1 上 に、半透過させた患者映像 4 3 0 を重ね合わせ

ることが考 え られる。

[01 35] なお、医師側情報端末装置 2 においては、医師 D は、患者の測定部位 を正

確 にマ一キングする必要がある。そのため、医師 りが、静止画に対 して編集

を行 っている間は、配置決定部 6 7 は、 ライプビュー画像 と静止画 とを並べ

て表示することを決定 してもよい。

[01 36] 〔患者側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態における患者側情報端末装置 1 の機能構成は、図 1 に示すとお

りである。

[01 37] ただ し、本実施形態において、上述の各実施形態の患者側情報端末装置 1

と異なる点は、以下の点である。

[01 38] すなわち、本実施形態において、映像処理部 2 0 は、画像重畳部 3 2 およ

び反転制御部 3 3 を必ず備える構成である。

[01 39] 画像重畳部 3 は、鏡像映像 1 3 0 と鏡像画像 1 3 とを重ね合わせて重

畳鏡像映像 を生成するものである。 または、画像重畳部 3 2 は、患者映像 1

3 3 と情報付静止画 1 3 4 とを重ね合わせて重畳正像映像 を生成するもので

ある。

[0140] 配置決定部 3 0 は、反転制御部 3 3 の指示に したがって、上記重畳鏡像映

像 または重畳正像映像 を切 り替えて配置することを決定する。

[0141 ] 図 9 の （b ) および （c ) は、本実施形態の表示部 1 3 に表示される、患

者 を表示するための患者領域 1 3 r の具体例 を示す図である。図 9 の （b )

は、患者 P 用に、鏡像が表示されている例 を示す図であ り、図 9 の （c ) は

、測定補助者 U 用に、正像が表示されている例 を示す図である。

[0142] 配置決定部 3 0 は、患者 P に対 しては、図 9 の （b ) に示すとお り、患者

領域 1 3 r に、鏡像映像 1 3 0 と鏡像画像 1 3 1 とを重ねた重畳鏡像映像 1

3 6 、 および、 G U I 部品 1 3 2 を配置する。

[0143] 配置決定部 3 0 は、測定補助者 U に対 しては、図 9 の （c ) に示すとお り



、患者領域 1 3 r に、患者映像 1 3 3 (正像）と情報付静止画 1 3 4 (正像

) とを重ねた重畳正像映像 1 3 7 を配置する。

[0144] 〔患者側情報端末装置の処理フ口一〕

図 1 0 は、本発明の実施形態における患者側情報端末装置 1 の処理の流れ

を示すフローチヤ一 卜である。

[0145] S 3 0 1 ~ S 3 0 5 は、図 8 におけるS 2 0 1 ~ S 2 0 5 と同様であるた

め説明を省略する。

[0146] 画像重畳部 3 2 は、生成された鏡像映像 1 3 0 と鏡像画像 1 3 とを重ね

て重畳鏡像映像 1 3 6 を生成する （S 3 0 6 ) 。

[0147] 配置決定部 3 0 は、生成された重畳鏡像映像 1 3 6 と、切替操作用のG U

I 部品 1 3 2 とを患者領域 1 3 r に配置する （S 3 0 7 ) 。

[0148] 表示制御部 2 3 は、上記患者領域 1 3 を含む画面を表示部 1 3 に表示す

る （S 3 0 7 ) 。このときの表示内容は、例えば、図 9 の （b ) に示すとお

りである。

[0149] ここで、正像への切 り替え操作の入力を操作受付部 2 4 が検知 した場合に

は （S 3 0 8 においてY E S ) 、画像重畳部 3 は、患者映像 （正像映像）

3 3 と情報付静止画 （映像画像） 1 3 4 とを重ねて重畳正像映像 1 3 7 を

生成する （S 3 0 9 ) 。

[01 50] 配置決定部 3 0 は、重畳正像映像 1 3 7 と、切替操作用のG U I 部品 1 3

5 とを患者領域 1 3 r に配置する （S 3 1 0 ) 。

[01 5 1 ] 表示制御部 2 3 は、上記患者領域 1 3 を含む画面を表示部 1 3 に表示す

る （S 3 1 0 ) 。このときの表示内容は、例えば、図 9 の （c ) に示すとお

りである。

[01 52] ここで、鏡像への切 り替え操作の入力を操作受付部 2 4 が検知 した場合に

は （S 3 1 1 においてY E S ) 、配置決定部 3 0 は、 S 3 0 6 に戻り、以降

同様の動作を繰 り返す。なお、画像重畳部 3 2 は、重畳鏡像映像 1 3 6 およ

び重畳正像映像 1 3 7 を一度生成 したら、これらを記憶部 1 5 に記憶させて

おく構成が好ましい。上記構成によれば、必要なデータを記憶部 1 5 から読



み出すだけでよ く、切 り替え操作が行われる度 に、 S 3 0 6 または S 3 0 9

の動作 を行 うことを省略することがで きる。

[01 53] 上記構成 および方法 によれば、患者 P は、重畳鏡像映像 1 3 6 を確認 して

、測定部位 を把握することがで きる。患者 P は、鏡像映像 に映る自分の姿が

、鏡像画像 と一致するように体 を動か した り、撮像部 1 6 を動か した りすれ

ばよい。患者 P は、 自分の姿が鏡像映像 と一致 した ときの重畳鏡像映像 1 3

6 を確認 して、聴診器 3 を鏡像画像上の 目印 と重なるように当てることによ

つて、簡単 に正 しい測定部位 をつ きとめることが可能 となる。

[01 54] 一方、測定補助者 U は、患者の姿が情報付静止画 と一致 した時の重畳正像

映像 1 3 7 を確認 して、聴診器 3 を情報付静止画上の 目印 と重なるように当

てることによって、簡単 に正 しい測定部位 をつ きとめることが可能 となる。

[01 55] 以上の ことか ら、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者 とな って測定を行 う場

合でも、他の測定者 （測定補助者 U ) が測定を行 う場合でも、測定者が容易

に測定部位 を把握することが可能な、 よ り一層利便性の高い聴診 シ ステ ム 1

0 0 を実現することが可能 になる。

[01 56] 〔実施形態 2 および 3 の変形例〕

なお、実施形態 2 および 3 では、表示制御部 2 3 が正像鏡像切替操作のた

めの G U I 部 品を表示 し、切替指示 を受け付 ける構成 について説明 した。 し

か し、本発明の患者側情報端末装置 1 の構成 はこれに限定されない。

[01 57] 表示部 1 3 および操作部 1 4 がタツチパネル と して構成 されている場合 に

、操作受付部 2 4 は、 タツチパネル に対 してなされた特定のタツチ操作 を検

知 して、正像鏡像切替指示 を受け付 ける構成であ ってもよい。

[01 58] 図 1 1 の （a ) および （b ) は、 タツチパネル に表示 された患者領域 1 3

「の具体例 を示す図である。図 1 1 に示す例では、操作受付部 2 4 は、正像

鏡像切替指示 を、 タツチパネル に対するタツチ操作 （例 えば、患者領域 1 3

r 上 を指 をスライ ドさせる操作、 フ リック、 ワイプ、 タップな ど）に基づい

て受け付 ける。 そのため、図 1 1 に示す とお り、表示制御部 2 3 は、正像鏡

像切替操作のための G U I 部 品を表示 しな くてもよい。



[01 59] 《実施形態 4 》

本発明の遠隔測定シ ステ ム に関する他の実施形態 について、図 1 、 図 5 、

図 1 2 および図 1 3 に基づいて説明すれば、以下の とお りである。なお、説

明の便宜上、上述の実施形態 にて説明 した図面 と同 じ機能 を有する部材 につ

いては、同 じ符号 を付記 し、 その説明を省略する。

[01 60] なお、本実施形態 における医師側情報端末装置 2 の機能構成 は、図 5 に示

す とお りである。本実施形態 における医師側情報端末装置 2 は、上述のいず

れの実施形態 における医師側情報端末装置 2 の機能構成 を備 えていてもよい

[01 6 1 ] 〔患者側情報端末装置の構成〕

本実施形態 における患者側情報端末装置 1 のハ ー ドウエア構成 および機能

構成 は、図 1 に示すもの とほぼ同様である。

[01 62] ただ し、本実施形態 において、上述の各実施形態の患者側情報端末装置 1

と異なる点は、以下の点である。

[01 63] すなわち、患者側情報端末装置 1 は、 1 つの表示部 1 3 を備 える代わ りに

、患者 P が閲覧するための患者用表示部 1 3 a と、測定補助者 U が閲覧する

ための測定補助者用表示部 1 3 b とを備 える構成である。

[01 64] そ して、映像処理部 2 0 は、鏡像 を配置 した患者用画面 と、正像 を配置 し

た測定補助者用画面 とを生成する構成である。表示制御部 2 3 は、患者用画

面の映像信号 を患者用表示部 1 3 a に出力 し、測定補助者用画面の映像信号

を測定補助者用表示部 1 3 b に出力する構成である。

[01 65] 本実施形態では、映像処理部 2 0 には、必ず しも画像重畳部 3 2 および反

転制御部 3 3 は設 け られない。

[01 66] 図 1 2 は、本実施形態の患者側情報端末装置 1 の構成、 および、本実施形

態のそれぞれの表示部 1 3 a 、 1 3 b に表示 される、患者領域 1 3 r の具体

例 を示す図である。

[01 67] 映像処理部 2 0 の配置決定部 3 0 は、患者領域 1 3 に鏡像映像 1 3 0 と

鏡像画像 1 3 とを配置 した患者用画面 を生成するとともに、患者領域 1 3



に患者映像 1 3 3 と情報付静止画 1 3 4 とを配置 した測定補助者用画面 を

生成する。生成 されたそれぞれの画面は、映像処理部 2 0 か ら表示制御部 2

3 に供給 される。

[01 68] 表示制御部 2 3 は、鏡像が配置 された患者用画面の映像信号 を患者用表示

部 1 3 a に出力 し、正像が配置 された測定補助者用画面の映像信号 を測定補

助者用表示部 1 3 b に出力する。

[01 69] 結果 と して、図 1 2 に示す とお り、患者用表示部 1 3 a に表示 された患者

領域 1 3 r には、鏡像が表示 され、測定補助者用表示部 1 3 b に表示 された

患者領域 1 3 r には、正像が表示 される。

[01 70] 〔患者側情報端末装置の処理 フロー〕

図 1 3 は、本発明の実施形態 における患者側情報端末装置 1 の処理の流れ

を示すフローチヤ一 卜である。

[01 7 1 ] S 4 0 1 ~ S 4 0 5 は、 図 8 における S 2 0 1 ~ S 2 0 5 と同様であるた

め説明を省略する。

[01 72] 配置決定部 3 0 は、鏡像映像 1 3 0 と鏡像画像 1 3 1 とを配置 した患者用

画面 を生成する （S 4 0 6 ) 。 また、配置決定部 3 0 は、患者映像 1 3 3 と

情報付静止画 1 3 4 とを配置 した測定補助者用画面 を生成する （S 4 0 7 )

。配置決定部 3 0 は、 S 4 0 6 および S 4 0 7 のいずれを先 に実行 しても構

わない。上記患者用画面および上記測定補助者用画面は、表示制御部 2 3 に

供給 される。

[01 73] 続 いて、表示制御部 2 3 は、映像処理部 2 0 か ら供給 された画面のデータ

が、患者用画面であれば （S 4 0 8 において Y E S ) 、 その映像信号 を患者

用表示部 1 3 a に出力する。 そ して、患者用表示部 1 3 a には、鏡像が配置

された患者用画面が表示 される （S 4 0 9 ) 。 一方、画面のデータが、測定

補助者用画面であれば （S 4 0 8 において N O ) 、表示制御部 2 3 は、 その

映像信号 を測定補助者用表示部 1 3 b に出力する。 そ して、測定補助者用表

示部 1 3 b には、正像が配置 された測定補助者用画面が表示 される （S 4 1

0 ) 。



[01 74] 上記構成 および方法 によれば、患者 P は、患者用表示部 1 3 a に表示 され

た鏡像画像 1 3 を確認 して、測定部位 を容易に把握することがで きる。つ

まり、患者 P は、鏡 に自分の姿を映 した場合 と同 じ状態で、 自分の体の測定

部位 を探す ことで きる。一方で、 それ と同時に、測定補助者 U は、測定補助

者用表示部 1 3 b に表示 された情報付静止画 1 3 4 を確認 して、測定部位 を

容易に把握することがで きる。つまり、測定補助者 U は、患者 P と対面で診

察 を行 う場合 と同 じ状態で、患者 P の体の測定部位 を探す ことで きる。 この

場合、 G U I 部 品の操作 またはタッチ操作な どによる正像鏡像の切替操作が

不要 となる。

[01 75] 以上の ことか ら、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者 とな って測定を行 う場

合でも、他の測定者 （測定補助者 U ) が測定を行 う場合でも、測定者が容易

に測定部位 を把握することが可能な、 よ り一層利便性の高い聴診システム 1

0 0 を実現することが可能 になる。

[01 76] 〔実施形態 4 の変形例〕

なお、本実施形態では、配置決定部 3 0 が、 ライプビュ一画像 と、静止画

とを並べて配置することを決定する構成 について説明 した。 しか し、 これに

限定されず、映像処理部 2 0 が画像重畳部 3 2 を備 える場合 には、画像重畳

部 3 2 は、重畳鏡像映像 1 3 6 および重畳正像映像 1 3 7 を生成 してもよい

。 そ して、配置決定部 3 0 が、重畳鏡像映像 1 3 6 を配置 した患者用画面 と

、重畳正像映像 1 3 7 を配置 した測定補助者用画面 を生成 してもよい。

[01 77] 《実施形態 5 》

本発明の遠隔測定システムに関する他の実施形態 について、図 1 、 図 5 、

図 1 3 および図 1 4 に基づいて説明すれば、以下の とお りである。なお、説

明の便宜上、上述の実施形態 にて説明 した図面 と同 じ機能 を有する部材 につ

いては、同 じ符号 を付記 し、 その説明を省略する。

[01 78] なお、本実施形態 における医師側情報端末装置 2 の機能構成 は、図 5 に示

す とお りである。本実施形態 における医師側情報端末装置 2 は、上述のいず

れの実施形態 における医師側情報端末装置 2 の機能構成 を備 えていてもよい



[01 79] 〔患者側情報端末装置の構成〕

本実施形態 における患者側情報端末装置 1 のハ ー ドウエア構成 および機能

構成 は、図 1 に示すもの とほぼ同様である。

[01 80] ただ し、本実施形態 において、上述の各実施形態の患者側情報端末装置 1

と異なる点は、以下の点である。

[01 8 1 ] すなわち、本実施形態の患者側情報端末装置 1 が備 える表示部 1 3 は、デ

ユアル ビユ一液晶を備 えた表示装置で実現 されている。デ ュアル ビユ一液晶

の構成 によれば、 1 つの液晶画面か ら出射 される光 を、画面の場所 ごとに、

特定の視野方向にのみ出射 されるように制御することがで きる。

[01 82] 映像処理部 2 0 は、実施形態 4 と同様 に、鏡像 を配置 した患者用画面 と、

正像 を配置 した測定補助者用画面 とを生成する構成である。表示制御部 2 3

は、患者用画面 と測定補助者用画面 とをデ ュアル ビユ一液晶の構成 に適合す

るように、 1 つの画面 に合成する構成である。

[01 83] 本実施形態では、映像処理部 2 0 には、必ず しも画像重畳部 3 2 および反

転制御部 3 3 は設 け られない。

[01 84] 図 1 4 は、本実施形態の患者側情報端末装置 1 の構成、 および、本実施形

態の表示部 1 3 に表示 される、患者領域 1 3 r の具体例 を示す図である。

[01 85] 映像処理部 2 0 は、患者領域 1 3 に鏡像画像 1 3 が少な くとも配置 さ

れた、鏡像の患者用画面 を生成するとともに、患者領域 1 3 r に情報付静止

画 1 3 4 が少な くとも配置 された、正像の測定補助者用画面 を生成する。生

成 されたそれぞれの画面は、映像処理部 2 0 か ら表示制御部 2 3 に供給 され

る。

[01 86] 表示制御部 2 3 は、鏡像が配置 された患者用画面 と、正像が配置 された測

定補助者用画面 とを合成 した 1 画面の映像信号 を表示部 1 3 に出力する。表

示制御部 2 3 は、デ ュアル ビユ一液晶の構成 に適合するように、表示部 1 3

の画面上の特定の画素 に患者用画面の画素 を、残 りの画素 に、測定補助者用

画面の画素 を、 それぞれ配置 して合成 を行 う。



[01 87] このように して合成 された映像信号がデ ュアル ビユ一液晶の表示部 1 3 に

出力されると、図 1 4 に示す とお り、ある角度か ら画面 を観察する患者 口に

は、鏡像の患者用画面のみが見え、他の角度か ら観察する測定補助者 U には

、正像の測定補助者用画面のみが見える。

[01 88] 〔患者側情報端末装置の処理 フロー〕

本実施形態 における患者側情報端末装置 1 の処理の流れを、図 1 3 を参照

しなが ら説明する。

[01 89] S 4 0 ~ S 4 0 7 までは、実施形態 4 と同様である。

[01 90] S 4 0 8 を実施する代わ りに、表示制御部 2 3 は、患者用画面 と測定補助

者用画面 とを合成 した映像信号 を表示部 1 3 に出力する （S 4 0 8 ' ；) 。

[01 9 1 ] そ して、 S 4 0 9 および S 4 1 0 を実施する代わ りに、表示制御部 2 3 は

、患者用画面 と測定補助者用画面 とを含む合成画面 を表示部 1 3 に表示する

( S 4 0 9 ' )

上記構成 および方法 によれば、患者 P は、表示部 1 3 に表示 された鏡像画

像 1 3 1 を、ある特定の角度か ら確認 して、測定部位 を容易に把握すること

がで きる。つまり、患者 P は、鏡 に自分の姿を映 した場合 と同 じ状態で、 自

分の体の測定部位 を探す ことで きる。一方で、 それ と同時に、測定補助者 U

は、表示部 1 3 に表示 された情報付静止画 1 3 4 を、上記角度 とは異なる角

度か ら確認 して、測定部位 を容易に把握することがで きる。つまり、測定補

助者 U は、患者 P と対面で診察 を行 う場合 と同 じ状態で、患者 P の体の測定

部位 を探す ことで きる。 この場合、 G U I 部 品の操作 またはタッチ操作な ど

による正像鏡像の切替操作が不要 となる。 さ らに、 1 台の表示装置 （表示部

1 3 ) だけを設置すればよ く、患者側情報端末装置 1 の設置面積が少な くて

済む。

[01 92] 以上の ことか ら、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者 とな って測定を行 う場

合でも、 他の測定者 （測定補助者 U ) が測定を行 う場合でも、 測定者が容易

に測定部位 を把握することが可能な、 よ り一層利便性の高い聴診 シ ステ ム 1

0 0 を実現することが可能 になる。



[01 93] 〔実施形態 5 の変形例〕

なお、本実施形態では、配置決定部 3 0 がライプビュ一画像 と静止画 とを

並べて配置 した画面が表示部 1 3 に表示 されてもよい。 また、画像重畳部 3

2 によってライプビュー画像 と静止画 とが重畳 された重畳映像が表示部 1 3

に表示 されてもよい。

[ 0 194] 《実施形態 6 》

本発明の遠隔測定シ ステ ム に関する他の実施形態 について、図 1 、図 5 、

図 1 5 〜図 1 7 に基づいて説明すれば、以下の とお りである。なお、説明の

便宜上、上述の実施形態 にて説明 した図面 と同 じ機能 を有する部材 について

は、同 じ符号 を付記 し、 その説明を省略する。

[ 0 195] 〔本実施形態が解決 しょうとする課題〕

本発明の聴診 シ ステ ム 1 0 0 において、医師 D は、医師側情報端末装置 2

を用いて、患者の静止画 に対 して測定部位 を示すマ一キングを行い、マ一キ

ングが付加 された情報付静止画 を患者側情報端末装置 1 に送信することがで

きる。 この情報付静止画は、患者側情報端末装置 1 において左右反転 されて

鏡像で示 されるため、患者 P は、測定部位 を直感的に容易に把握することが

で きる。 これによ り、医師 D は、遠隔地 7 に居なが ら、所望の測定部位 を測

定者 に容易に指示することがで き、効率 よ く診療 を行 うことが可能 となる。

[01 96] 本実施形態では、医師 D は、医師側情報端末装置 2 を用いて、患者の静止

画 に対 して、文字な どの書 き込みを行 うことを想定 している。例 えば、聴診

器 3 のあて方の注意な どを記載することが想定される。

[01 97] 上述の各実施形態 によれば、医師 D が入力 した入力情報 は静止画 に反映さ

れて、情報付静止画 と して、患者側情報端末装置 1 において鏡像表示 される

。 そのため、文字な ど反転 されては不都合な入力情報 まで反転 されて しまい

、逆 に、患者 P がその入力情報 （文字記号な ど）を認識 しづ らくなるという

不都合がある。

[01 98] 本実施形態では、上記の不都合 に鑑みて、被測定者 自身が測定者 とな って

測定を行 う場合でも、測定者が容易に測定部位 を把握するとともに、 その他



の必要な情報も容易に把握することが可能な、さらに利便性の高い遠隔測定

システ ム を実現することを目的とする。

[01 99] 〔医師側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態における医師側情報端末装置 2 の機能構成は、図 5 に示すとお

りである。

[0200] ただ し、本実施形態において、上述の各実施形態の医師側情報端末装置 2

と異なる点は、以下の点である。

[0201 ] すなわち、入力情報処理部 5 6 は、必ず、反転要否判定部 6 2 および非反

転情報出力部 6 3 を含んでいる点である。

[0202] また、入力情報処理部 5 6 は、入力情報 として、ペ ンによる手書 きのマ一

キング才ブジェク 卜だけではな く、キーボー ドなどによって入力されたテキ

ス 卜情報を受け付ける構成である。

[0203] 反転要否判定部 6 2 は、医師 D によって静止画に対 して追加された入力情

報の各々について、該入力情報が、上記静止画 とともに反転されるべ きか否

かを判定するものである。

[0204] 本実施形態では、反転要否判定部 6 2 は、キーボー ド （操作部 4 4 ) な ど

を介 して入力されたテキス ト情報に対 して、反転不要 と判定 し、その他の入

力情報 （手書 きの目印など）を反転要 と判定する。

[0205] 非反転情報出力部 6 3 は、反転要否判定部 6 2 によって反転不要 と判定さ

れた入力情報を、患者側情報端末装置 1 が認識可能な形式に成形 して非反転

情報 として出力するものである。非反転情報出力部 6 3 が出力 した非反転情

報は、通信部 4 1 によって、情報付静止画 とは別のデータとして患者側情報

端末装置 1 に送信される。本実施形態では、上記非反転情報は、すなわち、

医師 D によって入力されたテキス 卜情報である。

[0206] なお、操作受付部 5 4 が、テキス ト情報を受け付ける方法 としては、例え

ば、静止画上の予め決め られた領域の中にテキス 卜が入力された場合に、操

作受付部 5 4 がテキス ト情報を受け付けてもよい。あるいは、医師 D は、静

止画上の任意の領域にテキス トを入力することができ、操作受付部 5 4 は、



静止画上のテキス 卜が入力された位置情報 とともに、テキス 卜情報 を受け付

けてもよい。 また、操作受付部 5 4 は、入力されたテキス 卜の属性情報 （フ

オ ン 卜情報、色情報な ど）をテキス ト情報 とともに併せて受け付 けてもよい

[0207] また、映像処理部 5 0 の配置決定部 6 7 は、静止画の編集 を受け付 けるた

めの画面 （および G U I 部 品）を生成する際、入力されたテキス 卜と、静止

画上の患者の上半身が重な らないように、画面 を 2 つの レイヤ一で構成する

ように してもよい。 そ して、例 えば、上層 レイヤ一を、テキス ト入力を受け

付 ける （表示する）ための レイヤ一 と定め、患者の上半身を下層 レイヤ一 と

定めることによ り、反転要否判定部 6 2 が、反転不要のテキス ト情報 と、反

転要の静止画 とを識別することが可能 になる。

[0208] 図 1 5 の （a ) は、本実施形態の表示部 4 3 に表示 される、患者 を表示す

るための患者領域 4 3 r の具体例 を示す図である。図 1 5 の （a ) に示す と

お り、配置決定部 6 7 は、患者領域 4 3 に、患者映像 4 3 0 と、編集中の

情報付静止画 4 3 とを並べて配置する。

[0209] 医師 D は、例 えば、 これ までの実施形態 と同様 に、 タブ レッ トとペ ンとを

用いて特定部位 を表す 目印を静止画 に書 き込む ことがで きる。 また、本実施

形態では、図 1 5 に示す とお り、静止画の所定の （あるいは任意の）領域 に

、例 えばキーボー ドを用いて、 コメン トをテキス ト情報 と して入力すること

がで きる。

[021 0] 反転要否判定部 6 2 は、入力情報生成部 6 0 によって生成 された入力情報

の うち、測定部位の 目印 （図 1 5 の情報付静止画 4 3 に表れている手書 き

の丸）を反転要のオ ブジェク トと判定する。一方、上記所定の領域 に入力さ

れた文字列を反転不要のテキス 卜情報 と判定する。

[021 1 反転要 と判定された丸の才 ブジェク 卜は、反転要否判定部 6 2 か ら画像重

畳部 6 6 へ引 き渡 される。画像重畳部 6 6 は、丸のオ ブジェク トと静止画 と

を合成 して、情報付静止画 を生成する。生成 された情報付静止画は、静止画

出力部 6 か ら通信部 4 へ と出力される。一方、反転不要 と判定されたテ



キス 卜情報 は、非反転情報 出力部 6 3 によ って、上記情報付静 止画 とは別 の

デー タであ る非反転情報 と して、通信部 4 に出力 され る。

[021 2] 上記情報付静 止画 と、上記非反転情報 （テ キス ト情報 ） とは、 それ ぞれ、

通信部 4 1 によ って、 ネ ッ トワー ク 4 およびサーバ装置 5 を介 して、 患者側

情報端末装置 1 に送信 され る。

[021 3] 〔患者側情報端末装置 の機 能構成 〕

本実施形態 における患者側情報端末装置 1 の機 能構成 は、 図 1 に示 す とお

りであ る。

[0214] ただ し、本実施形態 において、実施形態 1 の患者側情報端末装置 1 と異 な

る点 は、以下の点であ る。

[021 5] すなわち、 映像処理部 2 0 は、配置決定部 3 0 および鏡像 生成部 3 1 に加

えて、画像重畳部 3 2 および反転制御部 3 3 を含 んでいる。

[021 6] 反転制御部 3 3 は、表示対象 のオ ブジ ェク トについて反転表示 の要否 を判

断 し制御 す るものであ る。本実施形態 では、反転制御部 3 3 は、 医師側情報

端末装置 2 か ら供給 された表示対象 の才 ブジ ェク 卜を、左右反転 して表示 さ

せ るべ きか否か を判断す る。具体 的 には、反転制御部 3 3 は、情報付静 止画

については、鏡像表示時 に反転 が必要 であ る と判断 し、 テ キス ト情報 につい

ては、鏡像表示、 正像表示 に拘 らず、反転 が不要 であ る と判断す る。

[021 7] 鏡像 生成部 3 1 は、反転制御部 3 3 の指示 に したが って、鏡像表示時 には

、情報付静 止画 のみ を左右反転 させて鏡像画像 を生成 す る。

[021 8] 画像重畳部 3 2 は、本実施形態 では、反転制御部 3 3 の指示 に したが って

、別 々に受信 された情報付静 止画 にテ キス ト情報 を重ね合わせた り、上記鏡

像画像 に上記テ キス ト情報 を重ね合わせた りす るものであ る。

[021 9] 配置決定部 3 0 は、鏡像表示時 には、反転 させていない上記テ キス ト情報

が重ね られた鏡像画像 を配置 して画面 を生成 す る。 正像表示時 には、上記テ

キス 卜情報 が正像 の まま重ね られた情報付静 止画 を配置 して画面 を生成 す る

。本実施形態 では、配置決定部 3 0 は、 さ らに、 正像 と鏡像 とを切 り替 える

操作 をユーザ に行わせ るための G U I 部 品 を配置 して もよい。



[0220] 図 1 5 の （b ) および （c ) は、本実施形態の表示部 1 3 に表示される、

患者を表示するための患者領域 1 3 r の具体例を示す図である。図 1 5 の （

b ) は、患者 P 用に、鏡像が表示されている例を示す図であ り、図 1 5 の （

c ) は、測定補助者 U用に、正像が表示されている例を示す図である。

[0221 ] 配置決定部 3 0 は、患者 P に対 しては、図 1 5 の （b ) に示すとおり、患

者領域 1 3 r に、鏡像映像 1 3 0 と、鏡像画像 1 3 とを並べて配置する。

さらに、本実施形態では、配置決定部 3 0 は、 G U I 部品 1 3 2 を配置する

。 しか しなが ら、配置決定部 3 0 は、テキス ト情報については、反転させず

に、そのままの状態で配置する。

[0222] 配置決定部 3 0 は、測定補助者 U に対 しては、図 1 5 の （c ) に示すとお

り、患者領域 1 3 r に、患者映像 1 3 3 (正像）と、情報付静止画 1 3 4 (

正像）とを並べて配置する。さらに、本実施形態では、配置決定部 3 0 は、

G U I 部品 1 3 5 を配置する。配置決定部 3 0 は、テキス 卜情報についても

、同様に、そのままの状態で配置する。

[0223] 〔患者側情報端末装置の処理 フ口一〕

図 1 6 は、本発明の実施形態における患者側情報端末装置 1 の処理の流れ

を示すフローチヤ一 卜である。

[0224] 診療が開始されると、撮像部 1 6 は、患者 P を撮影 し、患者映像を取得す

る （S 5 0 1 ) 。そ して、鏡像生成部 3 は、上記患者映像の鏡像映像を生

成する （S 5 0 2 ) 。

[0225] 一方で、通信部 1 1 は、上記患者映像を医師側情報端末装置 2 に送信する

( S 5 0 3 ) 。続いて、上記患者映像に基づいて生成された情報付静止画お

よびテキス ト情報を医師側情報端末装置 2 か ら受信する （S 5 0 4 ) 。情報

付静止画が受信された場合には、鏡像生成部 3 1 は、上記情報付静止画の鏡

像画像を生成する （S 5 0 5 ) 。そ して、画像重畳部 3 2 は、生成された上

記鏡像画像に、受信された上記テキス ト情報をそのまま重ねる （S 5 0 6 )

[0226] 配置決定部 3 0 は、生成された鏡像映像 1 3 0 と、上記テキス 卜情報が重



ね られた鏡像画像 1 3 1 と、切替操作用のG U I 部品 1 3 2 とを患者領域 1

3 に配置する （S 5 0 7 ) 。

[0227] 表示制御部 2 3 は、上記患者領域 1 3 を含む画面を表示部 1 3 に表示す

る （S 5 0 7 ) 。 このときの表示内容は、例えば、図 1 5 の （b ) に示すと

おりである。

[0228] ここで、正像への切 り替え操作の入力を操作受付部 2 4 が検知 した場合に

は （S 5 0 8 において Y E S ) 、画像重畳部 3 2 は、 S 5 0 4 で受信された

情報付静止画に、受信された上記テキス ト情報をそのまま重ねる （S 5 0 9

)

[0229] そ して、配置決定部 3 0 は、患者映像 （正像映像） 1 3 3 と、上記テキス

卜情報が重ね られた情報付静止画 （映像画像） 1 3 4 と、切替操作用のG U

I 部品 1 3 5 とを患者領域 1 3 に配置する （S 5 1 0 ) 。

[0230] 表示制御部 2 3 は、上記患者領域 1 3 を含む画面を表示部 1 3 に表示す

る （S 5 1 0 ) 。 このときの表示内容は、例えば、図 1 5 の （c ) に示すと

おりである。

[0231 ] ここで、鏡像への切 り替え操作の入力を操作受付部 2 4 が検知 した場合に

は （S 5 1 1 において Y E S ) 、配置決定部 3 0 は、 S 5 0 7 に戻 り、以降

同様の動作を繰 り返す。

[0232] 〔医師側情報端末装置の処理 フ口一〕

図 1 7 は、本発明の実施形態における医師側情報端末装置 2 の処理の流れ

を示すフローチヤ一 卜である。

[0233] 診療が開始され、患者側情報端末装置 1 か ら患者映像が送信されると、映

像受信部 5 5 は、通信部 4 を介 して上記患者映像を受信する。そ して、映

像処理部 5 0 が処理 した画面の映像信号が表示制御部 5 3 か ら出力されるこ

とにより、上記患者映像が表示部 4 3 に表示される （S 6 0 1 ) 。

[0234] 続いて、医師 りが、患者映像を見なが ら、患者の静止画をキヤプチヤする

指示を操作部 4 4 を介 して入力すると （S 6 0 2 において Y E S ) 、そのタ

イミングで、静止画取得部 6 5 は、患者の静止画を取得する （S 6 0 3 ) 。



このキヤプチャされた静止画は、これから編集が行われる静止画として、表

示部 4 3 に表示される （S 6 0 3 ) 。医師 Dは、上記静止画に対 して、ペン

とタブレット、または、キ一ボー ドなどを用いて、マ一キングしたり、ペイ

ン 卜したり、文字を入力 したりすることが可能である。

[0235] ここで、医師りが、操作部 4 4 を用いて、上記静止画に対 して編集を行つ

たとする。すなわち、入力情報が入力されたとする。このように情報入力の

イベン トが発生すると （S 6 0 4 においてY E S ) 、入力情報生成部 6 0 は

、入力された入力情報を取得する。そして、上記入力情報に対 して、反転要

否判定部 6 2 は、反転要否の判定を実行する （S 6 0 5 ) 。

[0236] 上記入力情報が、テキス トを入力するための所定 （任意）の領域 （または

レイヤ一）に入力されたテキス ト情報であれば （S 6 0 5 においてY E S )

、反転要否判定部 6 2 は、当該テキス ト情報を反転不要と判定する。非反転

情報出力部 6 3 は、上記判定にしたがって、上記テキス ト情報を通信部 4 1

に出力する （S 6 0 6 ) 。

[0237] —方、上記入力情報が、目印などであって、テキス ト情報でなければ （S

6 0 5 においてN O ) 、反転要否判定部 6 2 は、当該入力情報を反転要と判

定する。画像重畳部 6 6 は、上記判定にしたがって、上記入力情報をS 6 0

3 にて取得 した上記静止画に重畳させる （S 6 0 7 ) 。

[0238] 静止画出力部 6 は、上記入力情報が重畳された情報付静止画を通信部 4

に出力する （S 6 0 8 ) 。

[0239] なお、通信部 4 が上記テキス 卜情報と上記情報付静止画とを送信するよ

りも前に、さらに、入力情報を受け付ける場合には （S 6 0 9 においてN O

) 、入力情報処理部 5 6 および映像処理部 5 0 は、 S 6 0 4 以降の処理を繰

り返 してもよい。

[0240] —方、例えば、医師りが 「編集完了 送信」のボタンをクリックするなど

して、情報入力が完了した場合には （S 6 0 9 においてY E S ) 、通信部 4

1 は、最終的に出力された、テキス ト情報および情報付静止画を、個々に、

患者側情報端末装置 1 に送信する （S 6 1 0 ) 。



[0241 ] 上記構成および方法によれば、医師側情報端末装置 2 において医師 Dが入

力した入力情報は、鏡像表示時に反転すべき情報と、鏡像表示に拘らず反転

させない情報とが患者側情報端末装置 1 において識別可能なように分けて、

患者側情報端末装置 1 に供給される。

[0242] 患者側情報端末装置 1 は、鏡像表示時に反転す《き情報は、情報付静止画

として、静止画に反映されているので、この情報付静止画を鏡像画像にする

ことにより、反転すべき情報を患者 P にとつて正しく見えるように鏡像表示

させることができる。

[0243] 一方、患者側情報端末装置 1 は、上記情報付静止画とは別で送信されたテ

キス 卜情報については、反転すると読みづらくなるところ、鏡像表示時でも

反転させることなくそのまま鏡像画像に重ねて患者 P にとつて正しく見える

ように表示させることができる。

[0244] これにより、患者 P は、測定部位などの目印については、自身の姿ととも

に鏡で見るのと同じ状態で確認することができるとともに、文字については

、通常どおり読める状態で確認することが可能になる。

[0245] 以上のことから、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者として測定を行う場合

に、測定者が容易に測定部位を把握することが可能な、より一層利便性の高

い聴診システム 1 0 0 を実現することが可能になる。

[0246] 《実施形態 7 》

本発明の遠隔測定システムに関する他の実施形態について、図 1、図 5 、

図 1 6 〜図 1 9 に基づいて説明すれば、以下のとおりである。なお、説明の

便宜上、上述の実施形態にて説明した図面と同じ機能を有する部材について

は、同じ符号を付記 し、その説明を省略する。

[0247] 〔医師側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態における医師側情報端末装置 2 の機能構成は、図 5 に示すとお

りである。

[0248] ただし、本実施形態において、上述の各実施形態の医師側情報端末装置 2

と異なる点は、以下の点である。



[0249] すなわち、入力情報処理部 5 6 の反転要否判定部 6 2 は、医師 D の入力に

応 じて入力情報生成部 6 0 によって生成された入力情報について、文字認識

処理を実行する。そ して、反転要否判定部 6 2 は、文字認識処理の結果、入

力情報のうち、文字 と認識されたオブジェク トを、テキス トオブジェク ト、

文字 と認識されなかった才ブジェク 卜を非テキス 卜才ブジェク 卜と識別する

。そ して、テキス トオブジェク トについて反転は不要 と判定 し、非テキス ト

才プジェク 卜について反転は必要 と判定する。

[0250] 図 1 8 の （a ) は、本実施形態の表示部 4 3 に表示される患者領域 4 3 r

の具体例を示す図である。図 1 8 の （a ) に示すとおり、配置決定部 6 7 は

、患者領域 4 3 r に、患者映像 4 3 0 と、編集前後 または編集中の情報付静

止画 4 3 とを並べて配置する。

[0251 ] 図 1 8 の （a ) は、医師 りが、ペ ンとタブレッ トとを用いて、測定部位を

表す丸の目印と、測定時の注意事項のコメン トと、 目印とコメン トとの関連

を示す矢印とを入力情報 として、入力 した例を示 している。

[0252] 図 1 9 は、本実施形態の医師側情報端末装置 2 における機能構成を、具体

例を用いて説明する図である。

[0253] 図 1 9 に示すとおり、入力情報生成部 6 0 は、操作受付部 5 4 が受け付け

た入力信号に基づいて、医師 りが、ペ ンとタブレッ トとを用いて入力 した入

力情報を生成する。上記の例では、入力情報生成部 6 0 は、丸の目印と、矢

印と、 コメン トとを生成する。

[0254] 反転要否判定部 6 2 は、入力情報生成部 6 0 によって生成されたそれぞれ

の入力情報について、文字認識処理を実行 し、テキス トオブジェク トである

のか、非テキス トオブジェク トであるのかをそれぞれ判定する。図 1 9 に示

す例では、反転要否判定部 6 2 は、 コメン ト （「ここ3 秒あてる」）をテキ

ス トオブジェク ト、すなわち、反転不要 と判定する。 また、反転要否判定部

6 2 は、丸の目印および矢印を非テキス トオブジェク ト、すなわち、反転要

と判定する。

[0255] 反転不要 と判定されたテキス トオブジェク ト （コメン ト）は、非反転情報



出力部 6 3 に供給される。非反転情報出力部 6 3 は、図 1 9 に示すとおり、

テキス ト才ブジェク 卜を、静止画上のどの位置に配置するのかを示す位置情

報 とともに、非反転情報 として通信部 4 に出力する。

[0256] —方、反転要 と判定された非テキス トオブジェク ト （目印および矢印）は

、位置情報 とともに、画像重畳部 6 6 に引き渡される。画像重畳部 6 6 は、

事前に取得された静止画に、上記非テキス トオブジェク トを、それぞれの位

置情報に したがって重畳させる。 これにより、非テキス トオブジェク トが付

加された情報付静止画が生成される。情報付静止画は、静止画出力部 6 に

返される。

[0257] 図 1 9 に示すとおり、静止画出力部 6 は、画像重畳部 6 6 か ら受け取 つ

た情報付静止画を、通信部 4 に出力する。

[0258] 上記の構成により、医師 D が入力 したコメン トは、非反転情報 として患者

側情報端末装置 1 に送信され、医師 D が入力 した目印および矢印は、静止画

に重畳されて、情報付静止画 として患者側情報端末装置 1 に送信される。

[0259] 〔患者側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態における患者側情報端末装置 1 の機能構成は、図 1 に示すとお

りである。本実施形態における患者側情報端末装置 1 の機能構成は、実施形

態 6 における患者側情報端末装置 1 の機能構成 とほぼ同様である。

[0260] 本実施形態では、反転制御部 3 3 は、具体的には、情報付静止画について

は、鏡像表示時に反転が必要であると判断 し、文字 と認識されたテキス ト才

ブジェク 卜については、鏡像表示、正像表示に拘 らず、反転が不要であると

判断する。

[0261 ] 図 1 8 の （b ) および （c ) は、本実施形態の表示部 1 3 に表示される、

患者を表示するための患者領域 1 3 r の具体例を示す図である。図 1 8 の （

b ) は、患者 P 用に、鏡像が表示されている例を示す図であ り、図 1 8 の （

c ) は、測定補助者 U 用に、正像が表示されている例を示す図である。

[0262] 配置決定部 3 0 は、患者 P に対 しては、図 1 8 の （b ) に示すとおり、患

者領域 1 3 r に、鏡像映像 1 3 0 と、鏡像画像 1 3 とを並べて配置する。



さらに、本実施形態では、配置決定部 3 0 は、G U I 部品 1 3 2 を配置する

。 しか しながら、配置決定部 3 0 は、テキス トオブジェク ト （コメン ト： 「

ここ3 秒あてる」）については、反転させずに、そのままの状態で配置する

[0263] 配置決定部 3 0 は、測定補助者 U に対 しては、図 1 8 の （c ) に示すとお

り、患者領域 1 3 r に、患者映像 1 3 3 (正像）と、情報付静止画 1 3 4 (

正像）とを並べて配置する。さらに、本実施形態では、配置決定部 3 0 は、

G U I 部品 1 3 5 を配置する。配置決定部 3 0 は、テキス 卜才ブジェク 卜 （

コメン ト： 「ここ3 秒あてる」）についても、同様に、そのままの状態で配

置する。

[0264] なお、本発明の実施形態における患者側情報端末装置 1 の処理の流れは、

図 1 6 に示すとおりである。患者側情報端末装置 1 は、図 1 6 に示すテキス

卜情報の代わりに、テキス トオブジェク ト （コメン ト： 「ここ3 秒あてる」

) を受信 して、鏡像または正像画像に重ねて表示する。

[0265] なお、本発明の実施形態における医師側情報端末装置 2 の処理の流れは、

図 1 7 に示すとおりである。医師側情報端末装置 2 は、図 1 7 に示すテキス

卜情報の判定の代わりに、テキス ト才プジェク 卜か、非テキス ト才プジェク

卜かの判定を実施する。そして、テキス ト情報の代わりにテキス トオブジェ

ク 卜を情報付静止画とは別に患者側情報端末装置 1へ送信する。

[0266] 上記構成および方法によれば、手書き文字であっても、キーボー ドを介 し

てタイプ入力された文字であっても、テキス ト才ブジェク 卜をすベて鏡像表

示に拘 らず反転させない情報として、情報付静止画と分けて患者側情報端末

装置 1 に供給することができる。文字は、必ず、鏡像表示に拘 らず反転させ

ないことが好ましい。

[0267] 患者 P は、測定部位などの目印については、自身の姿とともに鏡で見るの

と同 じ状態で確認することができるとともに、文字については、通常どおり

読める状態で確認することが可能になる。

[0268] 医師 D は、入力方法の制限を受けたり、意識 したりしなくても、入力 した



文字を反転させないように して、静止画を編集することができる。

[0269] 以上のことか ら、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者 として測定を行 う場合

に、測定者が容易に測定部位を把握することが可能な、より一層利便性の高

い聴診システム 1 0 0 を実現することが可能になる。

[0270] 《実施形態 8 》

本発明の遠隔測定システ ム に関する他の実施形態について、図 1、図 5 、

図 1 6 、図 1 8 〜図 2 0 に基づいて説明すれば、以下のとおりである。なお

、説明の便宜上、上述の実施形態にて説明 した図面 と同 じ機能を有する部材

については、同 じ符号を付記 し、その説明を省略する。

[0271 ] 〔医師側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態における医師側情報端末装置 2 の機能構成は、図 5 に示すとお

りである。

[0272] ただ し、本実施形態において、上述の各実施形態の医師側情報端末装置 2

と異なる点は、以下の点である。

[0273] すなわち、操作受付部 5 4 は、 タブレッ トを介 して入力されたジエスチヤ

を識別可能である。例えば、入力情報が入力される合図のジエスチヤとして

、円を右回 りに描 くジエスチヤが入力された り、円を左回 りに描 くジェスチ

ャが入力された りした場合に、 「右回 りの入力合図ジエスチヤ」および 「左

回 りの入力合図ジエスチヤ」を識別することができる。

[0274] そ して、入力情報処理部 5 6 の反転要否判定部 6 2 は、医師 D が入力 した

入力合図ジエスチヤに続けて入力された入力情報について、 「右回 りの入力

合図ジエスチヤ」に続けて入力されたのか、 「左回 りの入力合図ジエスチヤ

」に続けて入力されたのかに応 じて、反転の要否を判定する。本実施形態で

は、一例 として、反転要否判定部 6 2 は、 「右回 りの入力合図ジエスチヤ」

に続けて入力された入力情報を反転要 と判定 し、 「左回 りの入力合図ジエス

チヤ」に続けて入力された入力情報を反転不要 と判定する。

[0275] 例 えば、図 1 8 の （a ) に示す例では、医師 D は、右回 りに円を描 くジェ

スチヤの入力を、静止画以外の領域に対 して行 った後に、静止画上に、丸の



目印、 または、矢印を記入すればよい。 また、医師 D は、左周 りに円を描 く

ジエスチヤの入力を、静止画以外の領域に対 して行 った後に、静止画上に、

コメン 卜を記入すればよい。

[0276] このようにすれば、図 1 9 に示すとおり、反転要否判定部 6 2 は、 「右回

りの入力合図ジエスチヤ」に続けて入力された丸の目印、および、矢印を反

転要オブジェク トとして識別する。 また、 「左回 りの入力合図ジエスチヤ」

に続けて入力されたコメン トを反転不要才ブジェク 卜として識別する。

[0277] 反転要才ブジェク 卜は、静止画に合成されて情報付静止画 として患者側情

報端末装置 1 に供給され、反転不要オブジェク トは、位置情報 とともに非反

転情報 として患者側情報端末装置 1 に供給される。

[0278] 〔患者側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態における患者側情報端末装置 1 の機能構成は、図 1 に示すとお

りである。本実施形態における患者側情報端末装置 1 の機能構成は、実施形

態 6 および 7 における患者側情報端末装置 1 の機能構成 とほぼ同様である。

[0279] 本実施形態では、反転制御部 3 3 は、具体的には、情報付静止画について

は、鏡像表示時に反転が必要であると判断 し、 「左回 りの入力合図ジエスチ

ャ」に続けて入力された反転不要オブジェク トについては、鏡像表示、正像

表示に拘 らず、反転が不要であると判断する。

[0280] なお、本発明の実施形態における患者側情報端末装置 1 の処理の流れは、

図 1 6 に示すとおりである。患者側情報端末装置 1 は、図 1 6 に示すテキス

卜情報の代わ りに、反転不要オブジェク ト （コメン ト： 「ここ3 秒あてる」

) を受信 して、鏡像 または正像画像に重ねて表示する。

[0281 ] 〔医師側情報端末装置の処理 フ口一〕

図 2 0 は、本発明の実施形態における医師側情報端末装置 2 の処理の流れ

を示すフローチヤ一 卜である。

[0282] S 7 0 1 ~ S 7 0 3 は、図 1 7 におけるS 6 0 ~ S 6 0 3 と同様である

ため説明を省略する。医師 D は、 S 7 0 3 にて取得された静止画に対 して、

ペ ンとタブレッ ト、 または、キーボー ドなど （操作部 4 4 ) を用いて、マ一



キングしたり、ペイン 卜したり、文字を入力 したりすることが可能である。

[0283] ここで、医師りが、操作部 4 4 を用いて、情報入カジエスチヤを入力 した

のちに、静止画に対 して編集を行ったとする。ここでは、 「左回りの入力合

図ジエスチヤ」を入力 したのちに、 「ここ3 秒あてる」という手書き文字を

入力 したとする。

[0284] 上記情報入力ジエスチヤが入力され、入力情報が静止画に対 して入力され

ると （S 7 0 4 においてY E S ) 、反転要否判定部 6 2 は、情報入カジエス

チヤが、 「左回りの入力合図ジエスチヤ」、すなわち、反転不要のジエスチ

ャか、 「右回りの入力合図ジエスチヤ」、すなわち、反転要のジエスチヤか

を判定する （S 7 0 5 ) 。ここで、入力されたジエスチヤが、 「左回りの入

力合図ジエスチヤ」であれば、このジエスチヤの直後に入力された入力情報

を、反転不要オブジェク トと識別する （S 7 0 5 においてY E S ) 。

[0285] そ して、非反転情報出力部 6 3 は、上記識別された反転不要オブジェク ト

(コメン ト： 「ここ3 秒あてる」）を、情報付静止画とは別の非反転情報と

して、通信部 4 に出力する （S 7 0 6 ) 。

[0286] あるいは、 S 7 0 3 以降において、医師りが、操作部 4 4 を用いて、 「右

回りの入力合図ジエスチヤ」を入力 したのちに、測定部位を示す丸の目印を

入力 したとする （S 7 0 4 においてY E S ) 。

[0287] 入力されたジエスチヤが、 「右回りの入力合図ジエスチヤ」であれば、反

転要否判定部 6 2 は、このジエスチヤの直後に入力された入力情報を、反転

要オブジェク トと判定する （S 7 0 5 においてN O ) 。

[0288] 画像重畳部 6 6 は、上記判定にしたがって、上記反転要才ブジェク 卜をS

7 0 3 にて取得 した上記静止画に重畳させる （S 7 0 7 ) 。

[0289] 静止画出力部 6 1 は、上記反転要オブジェク ト （丸の目印）が重畳された

情報付静止画を通信部 4 に出力する （S 7 0 8 ) 。

[0290] なお、通信部 4 が上記反転不要才ブジェク 卜と上記情報付静止画とを送

信するよりも前に、さらに、入力情報を受け付ける場合には （S 7 0 9 にお

いてN 0 ) 、入力情報処理部 5 6 および映像処理部 5 0 は、 S 7 0 4 以降の



処理を繰り返 してもよい。

[0291 ] —方、例えば、医師 D が 「編集完了 送信」のボタンをクリックするなど

して、情報入力が完了した場合には （S 7 0 9 においてY E S ) 、通信部 4

1 は、最終的に出力された、反転不要オブジェクトおよび情報付静止画を、

個々に、患者側情報端末装置 1 に送信する （S 7 1 0 ) 。

[0292] 上記構成および方法によれば、医師側情報端末装置 2 において医師りが、

情報入力ジエスチヤを入力した後に入力した入力情報は、情報入力ジエスチ

ャの種類に応 じて、反転不要才プジェク卜と、反転要才プジェク卜とに識別

される。そして、医師側情報端末装置 2 は、鏡像表示時に反転すべき情報 （

反転要オブジェクト）と、鏡像表示に拘らず反転させない情報 （反転不要才

ブジェク卜）とが患者側情報端末装置 1 において識別可能なように分けて、

患者側情報端末装置 1 に供給することができる。

[0293] 患者側情報端末装置 1 は、鏡像表示時に反転す《き情報は、情報付静止画

として、静止画に反映されているので、この情報付静止画を鏡像画像にする

ことにより、反転すべき情報を患者 P にとつて正しく見えるように鏡像表示

させることができる。

[0294] 一方、患者側情報端末装置 1 は、上記情報付静止画とは別で送信された反

転不要才ブジェク卜については、鏡像表示時でも反転させることなくそのま

ま鏡像画像に重ねて、医師 D の意図通りに患者 P に見えるように表示させる

ことができる。

[0295] これにより、医師 D は、反転させたくない入力情報と、反転させたい入力

情報とを、文字、図形などの種類を問わず、意図通りに分けて入力すること

が可能となる。

[0296] 以上のことから、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者として測定を行う場合

に、測定者が容易に測定部位を把握することが可能な、より一層利便性の高

い聴診システム 1 0 0 を実現することが可能になる。

[0297] 《実施形態 9 》

本発明の遠隔測定システムに関する他の実施形態について、図 1、図 5 、



図 1 9 、および、図 2 1 に基づいて説明すれば、以下のとおりである。なお

、説明の便宜上、上述の実施形態にて説明 した図面 と同 じ機能を有する部材

については、同 じ符号を付記 し、その説明を省略する。

[0298] 〔医師側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態における医師側情報端末装置 2 の機能構成は、図 5 に示すとお

りである。

[0299] ただ し、本実施形態において、上述の各実施形態の医師側情報端末装置 2

と異なる点は、以下の点である。

[0300] すなわち、配置決定部 6 7 は、表示部 4 3 上の患者領域 4 3 または他の

任意の領域に、入力情報を入力するためのG U I 部品、すなわち、パ レッ ト

を、反転要否別に配置 し表示させる。そ して、操作受付部 5 4 は、入力情報

が入力されているとき、反転要のパ レッ トが選択されているのか、反転不要

のパ レッ トが選択されているのかを識別することができる。

[0301 ] そ して、入力情報処理部 5 6 の反転要否判定部 6 2 は、医師 D が入力 した

入力情報が、反転要のパ レッ トが選択されているときに入力されたのか、反

転不要のパ レツ 卜が選択されているときに入力されたのかに応 じて、反転の

要否を判定する。

[0302] 図 2 の （a ) は、本実施形態の表示部 4 3 に表示される患者領域 4 3 r

の具体例を示す図である。図 2 1 の （a ) に示すとおり、配置決定部 6 7 は

、患者領域 4 3 r に、患者映像 4 3 0 と、編集前後 または編集中の情報付静

止画 4 3 とを並べて配置する。さらに、本実施形態では、配置決定部 6 7

は、反転要の入力情報を入力するための反転要パ レッ ト4 3 2 、および、反

転不要の入力情報を入力するための反転不要パ レッ 卜4 3 3 を配置する。

[0303] 例えば、図 2 1 の （a ) に示す例では、医師 D は、反転要パ レッ ト4 3 2

を選択 した後に、静止画上に、丸の目印、 または、矢印を記入すればよい。

また、医師 D は、反転不要パ レッ ト4 3 3 を選択 した後に、静止画上に、 コ

メン 卜を記入すればよい。

[0304] このようにすれば、図 1 9 に示すとおり、反転要否判定部 6 2 は、反転要



パ レッ ト4 3 2 選択中に入力された丸の目印、および、矢印を反転要才プジ

ェク 卜として識別する。 また、反転不要パ レッ ト4 3 3 選択中に入力された

コメン トを反転不要才ブジェク 卜として識別する。

[0305] 反転要才ブジェク 卜は、静止画に合成されて情報付静止画 として患者側情

報端末装置 1 に供給され、反転不要オブジェク トは、位置情報 とともに非反

転情報 として患者側情報端末装置 1 に供給される。

[0306] なお、本実施形態における医師側情報端末装置 2 の処理の流れは、図 2 0

に示すとおりである。医師側情報端末装置 2 の操作受付部 5 4 が、 S 7 0 4

において、パ レッ トの選択を受け付けると、 S 7 0 5 において、反転要否判

定部 6 2 が、選択されたパ レッ トに応 じて、入力情報の反転要否を判定する

[0307] 〔患者側情報端末装置の機能構成〕

本実施形態における患者側情報端末装置 1 の機能構成は、図 1 に示すとお

りである。本実施形態における患者側情報端末装置 1 の機能構成は、実施形

態 6 ~ 8 における患者側情報端末装置 1 の機能構成 とほぼ同様である。

[0308] 本実施形態では、反転制御部 3 3 は、具体的には、情報付静止画について

は、鏡像表示時に反転が必要であると判断 し、反転不要パ レッ ト4 3 3 選択

中に入力された反転不要オブジェク トについては、鏡像表示、正像表示に拘

らず、反転が不要であると判断する。

[0309] 図 2 1 の （b ) および （c ) は、本実施形態の表示部 1 3 に表示される、

患者を表示するための患者領域 1 3 r の具体例を示す図である。図 2 1 の （

b ) は、患者 P 用に、鏡像が表示されている例を示す図であ り、図 2 1 の （

c ) は、測定補助者 U 用に、正像が表示されている例を示す図である。

[031 0] 配置決定部 3 0 は、患者 P に対 しては、図 2 1 の （b ) に示すとおり、患

者領域 1 3 r に、鏡像映像 1 3 0 と、鏡像画像 1 3 とを並べて配置する。

さらに、本実施形態では、配置決定部 3 0 は、 G U I 部品 1 3 2 を配置する

。 しか しなが ら、配置決定部 3 0 は、反転不要パ レッ ト4 3 3 か ら入力され

た入力情報 （コメン ト： 「☆ ここ3 秒あてる」）については、反転させずに



、 そのままの状態で配置する。

[031 1] 配置決定部 3 0 は、測定補助者 U に対 しては、図 2 1 の （c ) に示す とお

り、患者領域 1 3 r に、患者映像 1 3 3 (正像） と、情報付静止画 1 3 4 (

正像） とを並べて配置する。 さ らに、本実施形態では、配置決定部 3 0 は、

G U I 部 品 1 3 5 を配置する。配置決定部 3 0 は、反転不要パ レッ ト4 3 3

か ら入力された入力情報 （コメン ト ： 「☆ ここ 3 秒あてる」）についても、

同様 に、 そのままの状態で配置する。

[031 2] なお、本実施形態 における患者側情報端末装置 1 の処理の流れは、図 1 6

に示す とお りである。患者側情報端末装置 1 は、図 1 6 に示すテキス ト情報

の代わ りに、反転不要オ ブジェク ト （コメン ト ： 「ここ 3 秒あてる」）を受

信 して、鏡像 または正像画像 に重ねて表示する。

[031 3] 上記構成 および方法 によれば、医師側情報端末装置 2 において医師 りが、

パ レツ 卜を選択 した後 に入力 した入力情報 は、 その とき選択 されていたパ レ

ッ 卜の種類 に応 じて、反転不要才 プジェク 卜と、反転要才 プジェク 卜とに識

別 される。 そ して、医師側情報端末装置 2 は、鏡像表示時に反転すべ き情報

(反転要オ ブジェク ト） と、鏡像表示 に拘 らず反転 させない情報 （反転不要

才 ブジェク 卜） とが患者側情報端末装置 1 において識別可能なように分 けて

、患者側情報端末装置 1 に供給することがで きる。

[0314] 患者側情報端末装置 1 は、鏡像表示時に反転す《 き情報 は、情報付静止画

と して、静止画 に反映されているので、 この情報付静止画 を鏡像画像 にする

ことによ り、反転すべ き情報 を患者 P にとつて正 しく見えるように鏡像表示

させることがで きる。

[031 5 ] 一方、患者側情報端末装置 1 は、上記情報付静止画 とは別で送信 された反

転不要才 ブジェク 卜については、鏡像表示時でも反転 させることな くそのま

ま鏡像画像 に重ねて、医師 D の意図通 りに患者 P に見えるように表示 させる

ことがで きる。

[031 6 ] これによ り、医師 D は、反転 させた くない入力情報 と、反転 させたい入力

情報 とを、文字、図形な どの種類 を問わず、意図通 りに分 けて入力すること



が可能 となる。

[031 7] 以上の ことか ら、被測定者 （患者 P ) 自身が測定者 と して測定を行 う場合

に、測定者が容易に測定部位 を把握することが可能な、 よ り一層利便性の高

い聴診システム 1 0 0 を実現することが可能 になる。

[031 8] 〔実施形態 2 ~ 9 の変形例〕

上述の各実施形態 （特 に、実施形態 2 ~ 9 ) においては、患者側情報端末

装置 1 の患者領域 1 3 r 、 医師側情報端末装置 2 の患者領域 4 3 r ともに、

ライプビュー画像 と静止画 とを並べて表示するか、 も しくは、重ねて表示す

る構成であ った。

[031 9] しか し、 このような構成 に限定されず、患者側情報端末装置 1 の患者領域

1 3 r においては、 ライプビュー画像 と静止画 とを重ねる一方、医師側情報

端末装置 2 の患者領域 4 3 r においては、 ライプビュ一画像 と静止画 とを並

ベて表示するという構成であ つてもよい。

[0320] 上記構成 によれば、患者 P は、 自身の リアル タイムの姿 と、測定部位が表

示 された静止画 とを重ねて見ることによ り、 よ り迅速 に自身の測定部位 を把

握することがで きる。一方、医師 D は、患者 P の現在の様子を把握 しつつ、

様 々な入力情報 （測定部位）を静止画 に対 して正確 にかつ容易に入力するこ

とが可能 となる。

[0321 ] また、患者側情報端末装置 1 の配置決定部 3 0 は、鏡像画像 と、正像の情

報付静止画 とを並べて配置する構成であ ってもよい。

[0322] 〔実施形態 1 ~ 9 の変形例〕

上述の各実施形態 においては、撮像部 1 6 によって撮影 された患者の実写

映像 および画像 を用いる構成であ った。 しか し、 このような構成 に限定され

ず、患者側情報端末装置 1 または医師側情報端末装置 2 が、上記実写映像 ま

たは実写画像か ら、患者の体形 を模型で表 した模擬画像 を生成 し、医師側情

報端末装置 2 は、上記模擬画像 に対 して入力情報 を追加することによ り情報

付静止画 を生成 してもよい。

[0323] 本発明は上述 した各実施形態 に限定されるものではな く、請求項 に示 した



範 囲で種 々の変更が可能であ り、異 なる実施形態 にそれぞれ開示 された技術

的手段 を適宜組み合わせて得 られ る実施形態 についても本発明の技術 的範 囲

に含 まれ る。

[0324] 〔実施形態 1 の変形例〕

例 えば、実施形態 1 の医師側情報端末装置 2 を、実施形態 6 ~ 9 に記載 の

医師側情報端末装置 2 の ごと く構成 する。 この場合、実施形態 1 の患者側情

報端末装置 1 は、反転不要オ ブジェク ト （テキス ト情報、テキス トオ ブジェ

ク 卜な どを含む） を、情報付静止画 とは別 に受信 することがで きる。 したが

つて、実施形態 1 においても、患者側情報端末装置 1 を、情報付静止画 を鏡

像 で表示する一方、反転不要オ ブジェク トに対 しては、鏡像生成 の処理 を行

わずに、正像 の まま表示する構成 とすることがで きる。

[0325] 〔ソフ トウェアによる実現例〕

最後 に、患者側情報端末装置 1 および医師側情報端末装置 2 の各 プロック

、特 に、映像処理部 2 0 の各部、入力情報処理部 5 6 の各部、 および、映像

処理部 5 0 の各部 は、ハー ドウェアロジ ックによって構成 してもよい し、次

のようにC P U を用いて ソフ 卜ウェアによって実現 してもよい。

[0326] すなわち、患者側情報端末装置 1 および医師側情報端末装置 2 は、各機能

を実現 する制御 プログラムの命令 を実行するC P U (cent r a l process i ng un

i t ) 、上記 プログラムを格納 した R O M (read on l y memory) 、上記 プログ

ラムを展開する R A M (random access memory) 、上言己プログラムおよび各

種デ ― タを格納 するメモ リ等の記憶装置 （記録媒体）な どを備 えている。 そ

して、本発明の 目的は、上述 した機能 を実現 するソフ トウェアである患者側

情報端末装置 1 または医師側情報端末装置 2 の制御 プログラムの プログラム

コー ド （実行形式 プログラム、 中間 コー ドプログラム、 ソー ス プログラム）

をコンピュータで読み取 り可能 に記録 した記録媒体 を、上記患者側情報端末

装置 1 または医師側情報端末装置 2 に供給 し、 その コンピュータ （または C

P U や M P U ) が記録媒体 に記録 されているプログラム コ一 ドを読み出 し実

行することによつても、達成可能である。



[0327] 上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセッ トテープ等のテープ

系、フロッピ一 （登録商標）ディスク/ ハー ドディスク等の磁気ディスクや

C D _ R O M/M O / M D / D V D / C D _ R等の光ディスクを含むディス

ク系、 I C カー ド （メモ リカー ドを含む）/ 光力一 ド等のカー ド系、あるい

はマス ク R O M / E P R O M / E E P R O M (登録商標）/ フラ ッシ ュ R O

M等の半導体メモ リ系などを用いることができる。

[0328] また、患者側情報端末装置 1 および医師側情報端末装置 2 を通信ネッ 卜ヮ

—クと接続可能に構成 し、上記プログラムコー ドを、通信ネッ トワークを介

して供給 してもよい。 この通信ネッ トワークとしては、特に限定されず、例

えば、インタ一ネッ ト、イン トラネッ ト、エキス トラネッ ト、 L A N、 I S

D N、 V A N C A T V 通信網、仮想専用網 （v i rtua l p i vate network) 、

電話回線網、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネ

ッ 卜ワークを構成する伝送媒体としては、特に限定されず、例えば、 I E E

E 1 3 9 4 、 U S B、電力線搬送、ケ一プル T V 回線、電話線、 A D S L 回

線等の有線でも、 I r D A や リモ コンのような赤外線、 B I u e t o o t h

(登録商標）、 8 0 2 . 1 無線、 H D R ( H i gh Data Rate) 、携帯電話網

、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明

は、上記プログラムコー ドが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込

まれたコンピュータデータ信号の形態でも実現され得る。

[0329] 本発明に係る情報端末装置は、上記課題を解決するために、第 2 の情報端

末装置と通信 して、被測定者に対 して測定を行う遠隔測定システムを構築す

る第 1 の情報端末装置であって、上記第 2 の情報端末装置から提供された、

上記被測定者の患部を表 した被測定者画像上に測定の対象となる測定部位を

示す目印が少な くとも追加された情報付静止画を、左右反転させて鏡像画像

を生成する鏡像生成手段 と、表示部の表示画面上に、上記鏡像生成手段によ

つて生成された上記鏡像画像を配置することを決定する配置決定手段 とを備

えていることを特徴 としている。

[0330] 上記構成によれば、第 1 の情報端末装置は、第 2 の情報端末装置から、被



測定者画像上の被測定者の体のいずれかに、測定部位を表す目印が付加され

た情報付静止画を受信する。そして、第 1 の情報端末装置の鏡像生成手段は

、上記情報付静止画を、測定部位の目印ごと、左右反転 して、鏡像画像を生

成する。これにより、表示部には、測定部位の目印ごと左右反転された被測

定者の体を映す鏡像画像が表示される。

[0331 ] したがって、遠隔測定システムにおいて、第 2 の情報端末装置において、

被測定者を観察するユーザが見ている表示部では、被測定者映像および情報

付静止画は、すべて正像で表示されている。その一方、被測定者が見ている

表示部では、鏡像画像が表示される。つまり、第 2 の情報端末装置のュ一ザ

は、通常、被測定者とは別の人が被測定者と対面で観察する場合と同じ状態

で、被測定者を、被測定者画像を介 して観察することできる。一方で、被測

定者は、鏡に自分の姿を映した場合と同じ状態で、鏡像画像を介 して自分自

身の様子を観察することができる。

[0332] このため、第 1 の情報端末装置のユーザである被測定者は、鏡に映った自

分を見るのと同じ感覚で、第 2 の情報端末装置のユーザによって指定された

測定部位を、すぐさま直感的に把握することができる。

[0333] 以上のことから、被測定者自身が測定者として測定を行う場合に、測定者

が容易に測定部位を把握することが可能な、利便性の高い遠隔測定システム

を実現することが可能になる。

[0334] 上記鏡像生成手段は、被測定者の患部を撮影 した被測定者映像を、左右反

転させて鏡像映像を生成 し、上記配置決定手段は、上記表示画面上に、上記

鏡像画像と上記鏡像映像とを並べて配置 してもよい。

[0335] なお、上記配置決定手段が、上記情報付静止画と、上記鏡像画像とを並べ

て配置する構成も本発明の範疇に入る。

[0336] さらに、第 1 の情報端末装置は、上記表示画面上に配置される表示対象物

の反転処理の要否を制御する反転制御手段を備え、上記反転制御手段は、ュ

—ザによって入力された正像鏡像切替指示にしたがって、反転処理の要否を

判断し、上記配置決定手段は、上記反転制御手段の判断にしたがって、正像



である上記被測定者画像、および、上記鏡像画像のいずれか一方を配置する

ことができる。

[0337] これにより、被測定者自身が測定者となって測定を行う場合でも、他の測

定者が被測定者に対 し測定を行う場合でも、測定者が容易に測定部位を把握

することが可能な、より一層利便性の高い遠隔測定システムを実現すること

が可能になる。

[0338] あるいは、第 1 の情報端末装置は、上記鏡像画像および被測定者の患部を

撮影 した被測定者映像を左右反転させた鏡像映像の少なくともいずれか一方

の鏡像を表示するための第 1表示部と、上記情報付静止画および上記被測定

者映像の少なくともいずれか一方の正像を表示するための第 2 表示部と、上

記配置決定手段によって配置が決定された表示画面の映像信号を表示部に出

力する表示制御手段とを備え、上記表示制御手段は、上記鏡像が配置された

表示画面の映像信号を上記第 1表示部に出力するとともに、上記正像が配置

された表示画面の映像信号を上記第 2 表示部に出力することができる。

[0339] これにより、被測定者自身が測定者となって測定を行う場合でも、他の測

定者が被測定者に対 し測定を行う場合でも、測定者が容易に測定部位を把握

することが可能な、より一層利便性の高い遠隔測定システムを実現すること

が可能になる。

[0340] あるいは、上記表示部は、内容の異なる画面を異なる方向から 1 の画面上

で視認可能な多映像指向性液晶ディスプレイであり、上記配置決定手段は、

上記鏡像画像および被測定者の患部を撮影 した被測定者映像を左右反転させ

た鏡像映像の少なくともいずれか一方の鏡像を配置 した第 1表示画面と、上

記情報付静止画および上記被測定者映像の少なくともいずれか一方の正像を

配置 した第 2 表示画面とを生成 し、上記配置決定手段によって生成された第

1表示画面と第 2 表示画面とを合成 した映像信号を上記表示部に出力する表

示制御手段をさらに備えていてもよい。

[0341 ] これにより、被測定者自身が測定者となって測定を行う場合でも、他の測

定者が被測定者に対 し測定を行う場合でも、測定者が容易に測定部位を把握



することが可能な、より一層利便性の高い遠隔測定システムを実現すること

が可能になる。

[0342] あるいは、上記鏡像生成手段は、被測定者の患部を撮影した被測定者映像

を、左右反転させて鏡像映像を生成し、上記鏡像画像と上記鏡像映像とを重

ねた重畳鏡像映像を生成する画像重畳手段をさらに備えていてもよい。

[0343] 上記配置決定手段は、上記正像鏡像切替指示を入力するためのG U I 部品

を上記表示画面にさらに配置してもよい。

[0344] これにより、被測定者自身が測定者となって測定を行う場合でも、他の測

定者が被測定者に対し測定を行う場合でも、測定者が容易に測定部位を把握

することが可能な、より一層利便性の高い遠隔測定システムを実現すること

が可能になる。

[0345] あるいは、上記表示部は、ュ一ザの接触操作を受け付けることが可能なタ

ツチパネルであり、上記反転制御手段は、上記タツチパネルを介して受け付

けられた、上記接触操作に基づく正像鏡像切替指示にしたがって、反転処理

の要否を判断してもよい。

[0346] これにより、被測定者自身が測定者となって測定を行う場合でも、他の測

定者が被測定者に対し測定を行う場合でも、測定者が容易に測定部位を把握

することが可能な、より一層利便性の高い遠隔測定システムを実現すること

が可能になる。

[0347] 本発明の第 2 の情報端末装置は、上記課題を解決するために、第 1の情報

端末装置と通信して、被測定者に対して測定を行う遠隔測定システムを構築

する第 2 の情報端末装置であつて、被測定者の患部を表した被測定者画像に

対して、ユーザによって入力された、測定の対象となる測定部位を示す目印

を少なくとも含む入力情報を追加して、情報付静止画を生成する合成手段と

、上記合成手段によって生成された上記情報付静止画を、上記第 1の情報端

末装置に対して出力する静止画出力手段とを備えていることを特徴としてい

る。

[0348] 上記構成によれば、第 2 の情報端末装置は、被測定者の現在の様子を写す



静止画を、第 2 の情報端末装置のュ一ザである測定指示者の指示にしたがつ

て編集することにより、被測定者画像上の被測定者の体のいずれかに、測定

部位を表す目印が付加された情報付静止画を生成することができる。

[0349] これにより、上記情報付静止画を受信 した第 1 の情報端末装置は、情報付

静止画を、測定部位の目印ごと、左右反転 して、鏡像画像を生成 し、表示部

に表示することができる。

[0350] このため、第 1 の情報端末装置のユーザである被測定者は、鏡に映った自

分を見るのと同じ感覚で、第 2 の情報端末装置のユーザによって指定された

測定部位を、すぐさま直感的に把握することができる。

[0351 ] 以上のことから、被測定者自身が測定者として測定を行う場合に、測定者

が容易に測定部位を把握することが可能な、利便性の高い遠隔測定システム

を実現することが可能になる。

[0352] さらに、上記第 2 の情報端末装置は、上記第 1 の情報端末装置から提供さ

れた被測定者の患部を撮影 した被測定者映像から、上記被測定者画像を抽出

する静止画取得手段を備えていてもよい。

[0353] さらに、上記第 2 の情報端末装置は、ユーザによって入力された入力情報

が、上記被測定者画像と合わせて反転表示されるべきか否かを判定する反転

要否判定手段と、上記反転要否判定手段によって反転不要と判定された入力

情報を非反転情報として出力する非反転情報出力手段とを備え、上記合成手

段は、上記反転要否判定手段によって反転要と判定された入力情報を、上記

被測定者画像に合成することが好ましい。

[0354] さらに、上記反転要否判定手段は、上記被測定者画像に対 して入力された

文字列を表すテキス 卜情報を、反転不要の入力情報として判定してもよい。

[0355] あるいは、上記反転要否判定手段は、上記被測定者画像に対 して入力され

た入力情報が、文字認識処理の結果、文字であると判定された場合に、当該

入力情報を反転不要と判定してもよい。

[0356] あるいは、上記反転要否判定手段は、反転不要を意味するジエスチヤが入

力された後に入力された入力情報を、反転不要と判定し、反転要を意味する



ジエスチヤが入力された後に入力された入力情報を、反転要と判定してもよ

い。

[0357] あるいは、第 2 の情報端末装置の表示部には、上記被測定者画像とともに

、反転不要の入力情報を入力するための第 1 入力ツールと、反転要の入力情

報を入力するための第 2 入カツ一ルとが選択可能に表示され、上記反転要否

判定手段は、上記第 1 入力ツールが選択されているときに入力された入力情

報を反転不要と判定し、上記第 2 入力ツールが選択されているときに入力さ

れた入力情報を反転要と判定してもよい。

[0358] 上述の第 1 の情報端末装置と、上述の第 2 の情報端末装置とを含んで構築

される遠隔測定システムも本発明の範疇に入る。

[0359] 本発明の第 1 の情報端末装置の制御方法は、上記課題を解決するために、

第 2 の情報端末装置と通信 して、被測定者に対 して測定を行う遠隔測定シス

テムを構築する第 1 の情報端末装置の制御方法であって、上記第 2 の情報端

末装置から提供された、上記被測定者の患部を表 した被測定者画像上に測定

の対象となる測定部位を示す目印が少なくとも追加された情報付静止画を、

左右反転させて鏡像画像を生成する鏡像生成ステップと、表示部の表示画面

上に、上記鏡像生成ステップにて生成された上記鏡像画像を配置することを

決定する配置決定ステツプとを含むことを特徴としている。

[0360] 本発明の第 2 の情報端末装置の制御方法は、上記課題を解決するために、

第 1 の情報端末装置と通信 して、被測定者に対 して測定を行う遠隔測定シス

テムを構築する第 2 の情報端末装置の制御方法であって、被測定者の患部を

表 した被測定者画像に対 して、ユーザによって入力された、測定の対象とな

る測定部位を示す目印を少なくとも含む入力情報を追加 して、情報付静止画

を生成する合成ステップと、上記合成ステップにて生成された上記情報付静

止画を、上記第 1 の情報端末装置に対 して出力する静止画出力ステップとを

含むことを特徴としている。

[0361 ] なお、上記第 1 の情報端末装置および第 2 の情報端末装置は、コンビュ一

夕によって実現 してもよく、この場合には、コンピュータを上記各手段とし



て動作させることにより上記各情報端末装置をコンピュータにて実現させる

、上記第 1 の情報端末装置の制御プログラム、および、上記第 2 の情報端末

装置の制御プログラム、ならびに、それらの少なくともいずれかを記録 した

コンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本発明の範疇に入る。

産業上の利用可能性

[0362] 本発明は、遠隔地の測定指示者が、被測定者および測定者に対 して測定部

位を指示 し、被測定者および測定者が居る測定現場にて得 られた測定結果を

遠隔地にて測定指示者が受信 し、該測定結果を利用 した処理を実行すること

が可能な、遠隔測定システムに広 く適用することが可能である。とりわけ、

本発明は、遠隔地から医師が測定部位を指示 し、患者および測定補助者が居

る測定現場にて得 られた測定結果を利用 して、遠隔地から医師が上記患者の

診察を行う遠隔診察システムに好適に用いられる。

符号の説明

[0363] 患者側情報端末装置 （情報端末装置）

1 a 本体

医師側情報端末装置 （情報端末装置）

2 a 本体

3 聴診器 （測定装置）

4 ネットワーク

5 サーバ装置

6 測定現場

遠隔地

0 制御部

通信部

1 音声入出力部

1 a 音声入力部

1 b 音声出力部

3 表示部 （タツチパネル）



a 患者用表示部 （第 1 表示部 表示部）

b 測定補助者用表示部 （第 2 表示部 表示部）

患者領域

操作部 （タツチパネル / ペ ンとタブ レツ 卜/ マ ウス/ キーボー ド)

記憶部

撮像部

近距離通信部

映像処理部 （映像処理手段）

入出力制御部 （入出力制御手段）

測定データ処理部 （測定データ処理手段）

表示制御部 （表示制御手段）

操作受付部 （操作受付手段）

配置決定部 （配置決定手段）

鏡像生成部 （鏡像生成手段）

画像重畳部 （画像重畳手段）

反転制御部 （反転制御手段）

制御部

通信部

音声入出力部

a 音声入力部

b 音声出力部

表示部

患者領域

操作部

記憶部

映像処理部 （映像処理手段）

入出力制御部 （入出力制御手段）

測定データ受信部 （測定データ受信手段）



5 3 表示制御部 （表示制御手段）

5 4 操作受付部 （操作受付手段）

5 5 映像受信部 （映像受信手段）

5 6 入力情報処理部 （入力情報処理手段）

6 0 入力情報生成部 （入力情報生成手段）

6 静止画出力部 （静止画出力手段）

6 反転要否判定部 （反転要否判定手段）

6 3 非反転情報 出力部 （非反転情報 出力手段）

6 5 静止画取得部 （静止画取得手段）

6 6 画像重畳部 （合成手段 画像重畳手段）

6 7 配置決定部 （配置決定手段）

1 0 0 聴診 シ ステ ム （遠隔測定シ ステ ム / 遠隔診察 シ ステ ム )

3 0 鏡像映像

1 3 鏡像画像

1 3 2 G U I 部 品

3 3 患者映像

3 4 情報付静止画

1 3 5 G U I 部 品

3 6 重畳鏡像映像

1 3 7 重畳正像映像

4 3 0 患者映像

3 情報付静止画

4 3 反転要パ レッ ト （第 2 入力ツ ール ）

4 3 3 反転不要パ レッ ト （第 1 入力ツ ール ）

D 医師 （測定指示者 処理者）

P 患者 （被測定者 測定者）

u 測定補助者 （測定者）



請求の範囲

[ 請求項 1] 第 2 の情報端末装置 と通信 して、被測定者 に対 して測定を行 う遠隔

測定システムを構築する第 1 の情報端末装置であ って、

上記第 2 の情報端末装置か ら提供 された、上記被測定者の患部 を表

した被測定者画像上 に測定の対象 となる測定部位 を示す 目印が少な く

とも追加 された情報付静止画 を、左右反転 させて鏡像画像 を生成する

鏡像生成手段 と、

表示部の表示画面上 に、上記鏡像生成手段 によって生成 された上記

鏡像画像 を配置することを決定する配置決定手段 とを備 えていること

を特徴 とする第 1 の情報端末装置。

[ 請求項 2 ] 上記鏡像生成手段 は、

被測定者の患部 を撮影 した被測定者映像 を、左右反転 させて鏡像映

像 を生成 し、

上記配置決定手段 は、

上記表示画面上 に、上記鏡像画像 と上記鏡像映像 とを並べて配置す

ることを特徴 とする請求項 1 に記載の第 1 の情報端末装置。

[ 請求項 3 ] 上記表示画面上 に配置 される表示対象物の反転処理の要否を制御す

る反転制御手段 を備 え、

上記反転制御手段 は、ュ一ザによって入力された正像鏡像切替指示

に したが って、反転処理の要否を判断 し、

上記配置決定手段 は、上記反転制御手段の判断に したが って、正像

である上記被測定者画像、 および、上記鏡像画像のいずれか一方 を配

置することを特徴 とする請求項 1 または 2 に記載の第 1 の情報端末装

置。

[ 請求項 4 ] 上記鏡像画像 および被測定者の患部 を撮影 した被測定者映像 を左右

反転 させた鏡像映像の少な くともいずれか一方の鏡像 を表示するため

の第 1 表示部 と、

上記情報付静止画および上記被測定者映像の少な くともいずれか一



方の正像 を表示するための第 2 表示部 と、

上記配置決定手段 によって配置が決定された表示画面の映像信号 を

表示部 に出力する表示制御手段 とを備 え、

上記表示制御手段 は、上記鏡像が配置 された表示画面の映像信号 を

上記第 1 表示部 に出力するとともに、上記正像が配置 された表示画面

の映像信号 を上記第 2 表示部 に出力することを特徴 とする請求項 1 か

ら 3 までのいずれか 1 項 に記載の第 1 の情報端末装置。

上記表示部 は、 内容の異なる画面 を異なる方向か ら 1 の画面上で視

認可能な多映像指向性液晶デ イスプ レイであ り、

上記配置決定手段 は、上記鏡像画像 および被測定者の患部 を撮影 し

た被測定者映像 を左右反転 させた鏡像映像の少な くともいずれか一方

の鏡像 を配置 した第 1 表示画面 と、上記情報付静止画および上記被測

定者映像の少な くともいずれか一方の正像 を配置 した第 2 表示画面 と

を生成 し、

上記配置決定手段 によって生成 された第 1 表示画面 と第 2 表示画面

とを合成 した映像信号 を上記表示部 に出力する表示制御手段 をさ らに

備 えていることを特徴 とする請求項 1 か ら 4 までのいずれか 1 項 に記

載の第 1 の情報端末装置。

上記鏡像生成手段 は、被測定者の患部 を撮影 した被測定者映像 を、

左右反転 させて鏡像映像 を生成 し、

上記鏡像画像 と上記鏡像映像 とを重ねた重畳鏡像映像 を生成する画

像重畳手段 をさ らに備 えていることを特徴 とする請求項 1 に記載の第

の情報端末装置。

上記配置決定手段 は、

上記正像鏡像切替指示 を入力するための G U I 部品を上記表示画面

にさ らに配置することを特徴 とする請求項 3 に記載の第 1 の情報端末

装置。

上記表示部 は、ュ一ザの接触操作 を受け付 けることが可能なタッチ



パネルであ り、

上記反転制御手段 は、上記 タツチパネル を介 して受け付 け られた、

上記接触操作 に基づ く正像鏡像切替指示 に したが って、反転処理の要

否を判断することを特徴 とする請求項 3 に記載の第 1 の情報端末装置

第 1 の情報端末装置 と通信 して、被測定者 に対 して測定を行 う遠隔

測定シ ステ ム を構築する第 2 の情報端末装置であ って、

被測定者の患部 を表 した被測定者画像 に対 して、ユーザによって入

力された、測定の対象 となる測定部位 を示す 目印を少な くとも含む入

力情報 を追加 して、情報付静止画 を生成する合成手段 と、

上記合成手段 によって生成 された上記情報付静止画 を、上記第 1 の

情報端末装置 に対 して出力する静止画出力手段 とを備 えていることを

特徴 とする第 2 の情報端末装置。

上記第 1 の情報端末装置か ら提供 された被測定者の患部 を撮影 した

被測定者映像か ら、上記被測定者画像 を抽出する静止画取得手段 を備

えていることを特徴 とする請求項 9 に記載の第 2 の情報端末装置。

ュ一ザによって入力された入力情報が、上記被測定者画像 と合わせ

て反転表示 されるべ きか否かを判定する反転要否判定手段 と、

上記反転要否判定手段 によって反転不要 と判定された入力情報 を非

反転情報 と して出力する非反転情報 出力手段 とを備 え、

上記合成手段 は、上記反転要否判定手段 によって反転要 と判定され

た入力情報 を、上記被測定者画像 に合成することを特徴 とする請求項

9 または 1 0 に記載の第 2 の情報端末装置。

上記反転要否判定手段 は、

上記被測定者画像 に対 して入力された文字列を表すテキス 卜情報 を

、反転不要の入力情報 と して判定することを特徴 とする請求項 1 1 に

記載の第 2 の情報端末装置。

上記反転要否判定手段 は、



上記被測定者画像 に対 して入力された入力情報が、文字認識処理の

結果、文字であると判定された場合 に、 当該入力情報 を反転不要 と判

定することを特徴 とする請求項 1 1 に記載の第 2 の情報端末装置。

上記反転要否判定手段 は、

反転不要 を意味するジエスチヤが入力された後 に入力された入力情

報 を、反転不要 と判定 し、反転要 を意味するジエスチヤが入力された

後 に入力された入力情報 を、反転要 と判定することを特徴 とする請求

項 1 1 に記載の第 2 の情報端末装置。

表示部 には、上記被測定者画像 とともに、反転不要の入力情報 を入

力するための第 1 入力ツール と、反転要の入力情報 を入力するための

第 2 入力ツール とが選択可能 に表示 され、

上記反転要否判定手段 は、上記第 1 入力ツールが選択 されていると

きに入力された入力情報 を反転不要 と判定 し、上記第 2 入力ツールが

選択 されているときに入力された入力情報 を反転要 と判定することを

特徴 とする請求項 1 1 に記載の第 2 の情報端末装置。

請求項 1 か ら 8 までのいずれか 1 項 に記載の第 1 の情報端末装置 と

請求項 9 か ら 1 5 までのいずれか 1 項 に記載の第 2 の情報端末装置

とを含む ことを特徴 とする遠隔測定システム。

上記第 1 の情報端末装置は、

被測定者の上半身を少な くとも撮影 した被測定者映像 を上記第 2 の

情報端末装置 に提供 し、

上記第 2 の情報端末装置は、

上記被測定者映像か ら抽出された被測定者画像 に含 まれる被測定者

の上半身のいずれかの位置 に、聴診器 を当てる測定部位 を示す 目印が

追加 された情報付静止画 を上記第 1 の情報端末装置 に提供することを

特徴 とする請求項 1 6 に記載の遠隔測定シ ステ ム。

第 2 の情報端末装置 と通信 して、被測定者 に対 して測定を行 う遠隔



測定シ ステ ム を構築する第 1 の情報端末装置の制御方法であ って、

上記第 2 の情報端末装置か ら提供 された、上記被測定者の患部 を表

した被測定者画像上 に測定の対象 となる測定部位 を示す 目印が少な く

とも追加 された情報付静止画 を、左右反転 させて鏡像画像 を生成する

鏡像生成 ステ ップと、

表示部の表示画面上 に、上記鏡像生成 ステ ツプにて生成 された上記

鏡像画像 を配置することを決定する配置決定ステ ツプとを含む ことを

特徴 とする第 1 の情報端末装置の制御方法。

[ 請求項 19 ] 第 1 の情報端末装置 と通信 して、被測定者 に対 して測定を行 う遠隔

測定シ ステ ム を構築する第 2 の情報端末装置の制御方法であ って、

被測定者の患部 を表 した被測定者画像 に対 して、ユーザによって入

力された、測定の対象 となる測定部位 を示す 目印を少な くとも含む入

力情報 を追加 して、情報付静止画 を生成する合成 ステ ツプと、

上記合成 ステ ップにて生成 された上記情報付静止画 を、上記第 1 の

情報端末装置 に対 して出力する静止画出力ステ ップとを含む ことを特

徴 とする第 2 の情報端末装置の制御方法。

[ 請求項 20] コンピュータを、請求項 1 か ら 1 5 までのいずれか 1 項 に記載の情

報端末装置の各手段 と して機能 させるための制御 プログラム。

[ 請求項 2 1 ] 請求項 2 0 に記載の制御 プログラムを記録 したコンピュータ読み取

り可能な記録媒体。
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